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大正５年 開業
信濃鉄道・信濃大町駅

昭和32年 大糸線全線開通当時の駅舎

現在のJR信濃大町駅

信濃大町駅開業100周年記念
７月24日日　信濃大町駅100周年記念式典
■会場　ＪＲ信濃大町駅前広場
■内容　 ▽記念セレモニー　 ▽大町岳陽高校吹奏楽部演奏
　　　　 ▽早春賦合唱　 ▽お酒・黒豚汁の振る舞い
７月25日月～８月17日水　信濃大町駅と街並みの写真展
信濃大町駅100年の歴史と変わりゆく街並みの写真などを展示。
ご家族でお楽しみください。
■会場　ＪＲ信濃大町駅　構内
■問い合わせ　情報交通課交通政策係　℡市内線８５３

主な内容
❷　特集　信濃大町駅100周年を振り返る
❹　きらり輝く協働のまちづくり事業　採択団体の紹介
❻　北アルプス国際芸術祭2017～信濃大町　食とアートの廻廊～
❼　みんなで支える国民健康保険
❽　高齢者を支える後期高齢者医療制度
�　生涯学習リーダーバンクをご存じですか
�　平成28年度学校開放講座
�　市長と語ろう！　まちづくり
�　生涯学習
�　情報ステーション

地
域
と
と
も
に
歩
ん
だ

信
濃
大
町
駅
一
〇
〇
年

昭和53年 やまびこ国体開催当時の駅舎

関連記事は２〜３ページに掲載
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昭和55年
56豪雪 除雪やスキー客で駅前が混雑

昭和33年頃
山岳博物館が飼育した駅前水

すい

禽
きん

舎
しゃ

昭和59年
駅前の商店街の様子

昭和20年代後半　駅舎より眺めた商店街

昭和54年
登山客でにぎわう駅前

昭和37年
糸魚川駅～新宿駅間で急行列車の運転開始

昭和34年
信濃大町駅以北の電化を記念した一番電車

昭和32年
大糸線全線開通を祝う市民

昭和49年
通勤・通学ラッシュ

昭和20年代後半 駅南側
遠くに昭和電工や呉羽紡績（当時）が並ぶ

昭和54年
登山客で混み合う駅構内

昭和32年
大糸線全線開通し多くの市民が列車に

信濃大町駅100周年を振り返る
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　現在のＪＲ信濃大町駅は、大正５年７月５日に信濃鉄道の仏崎駅（仮称）
から信濃大町駅間の開通に伴って開業し、ことしで100周年を迎えました。
　駅舎は、昭和25年に山小屋風に一部改築、昭和39年に２階を増設して
食堂の営業を開始。平成22年に山小屋風の平屋に改築し、現在の姿となり
ました。駅前には、昭和26年に駅前水

す い

禽
き ん

舎
し ゃ

が完成し、オオハクチョウやカ
ルガモなどが訪れる人の目を楽しませました。昭和44年に駅前広場を造成、
平成14年に駅前の大幅な整備が完了しました。
　昭和32年に大糸線が全線開通し、昭和46年に東京から特急「あずさ」が、
昭和57年に名古屋から特急「しなの」が乗り入れると、山岳文化都市の玄関
口として登山やスキー、立山黒部アルペンルートなどへ大勢の観光客が詰
め掛けました。現在はＪＲと自治体などが取り組むデスティネーションキャ
ンペーンや市インバウンド推進協議会などの取り組みにより、多くの外国
人観光客などが訪れています。
　市街地は、九日町や上仲町、下仲町の商店街が中心でしたが、開業後の
道路整備や仁科町の発展により、駅前から大黒町までの市街地中央通りに
発展しました。また、昭和電工㈱大町工場や旧東洋紡績㈱大町工場へ続く
専用線を引き大量の物流を担うなど、大町の経済発展に大きく寄与しまし
た。今後も市民生活や観光、経済の分野で発展の中心として期待されます。

東日本旅客鉄道㈱
信濃大町駅

駅長

　細野　修

　日頃よりＪＲ東日本をご利用いただきま
して、誠にありがとうございます。
　このたび、沿線地域の皆さまのおかげ
をもちまして、信濃大町駅は大正５年の開
業から100周年を迎えることができました。
　私たちはこれからも「安全」でかつ「高い
サービス品質」をご提供し、沿線地域の皆
さまに貢献してまいります。どうぞこれか
らも変わらぬご愛顧を賜りますようお願い
到します。

大正５年７月５日 仏崎駅（仮称）から信濃大町駅間開通（信濃大町駅の誕生）
大正15年９月21日 池田鉄道　安曇追分駅から北池田駅間開通
昭和４年９月25日 大糸南線　信濃大町駅から簗場駅間開通
昭和12年６月１日 大糸南線が信濃鉄道から国鉄へ移管
昭和13年６月20日 池田鉄道営業廃止
昭和25年１月20日 駅舎一部改築（山小屋風）
昭和32年８月15日 大糸線全線開通
昭和34年７月17日 信濃四ツ谷駅（現在・白馬駅）まで電化完成
昭和39年７月20日 鉄道案内所開設
昭和40年６月15日 駅前広場造成
昭和43年10月１日 急行アルプス（電車）が南小谷まで延長
昭和46年４月26日 特急「あずさ」信濃大町駅まで乗り入れ
昭和48年12月31日 駅事務室改築
昭和54年８月１日 駅旅行センター開設
昭和57年11月15日 特急「あずさ」が南小谷駅まで、

特急「しなの」が白馬駅まで乗り入れ
昭和58年３月25日 ＣＴＣ（列車集中制御装置）完成

（松本駅から糸魚川駅間）
昭和59年１月31日 貨物の取り扱いを廃止
昭和60年４月１日 駅名物「イワナ水槽」「道祖神・牛」を設置
昭和62年４月１日 国鉄からＪＲに生まれ変わる
平成５年３月15日 旅行センター「海外旅行」の取り扱いを開始
平成５年５月28日 信濃大町駅開業77周年で喜寿号（市民号）を運転
平成６年３月31日 事務室内びゅうプラザ開設に伴い改修
平成６年４月１日 旅行センターの名称を変更しびゅうプラザオープン

平成７年11月23日～26日 信州キャンペーン　ＳＬ（C56-160 EF55 ムーミン）運転（松本駅～信濃大町駅間）
平成８年７月５日 信濃大町駅開業80周年記念行事
平成18年７月29日 大糸線開業90周年記念式典
平成22年９月 駅舎改築

五日町踏切脇にある「信濃鉄道碑」は、昭和12年に国鉄に移管された際、社員は接収に喜んでいたものの、経済や文化で貢献した信濃鉄道の名前が残るようにと建てられた

信濃大町駅の歩み

信濃大町駅と大町
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農
具
川
環
境
美
化
委
員
会

■
事
業
名
　
農
具
川
、
花
い
っ
ぱ

い
事
業（
信
濃
大
町
花
街
道
づ
く
り
）

■
助
成
金
　
63
万
９
９
０
０
円

■
代
表
者
　
栗
林
宏
冶

■
代
表
者
の
一
言
　
農
具
川
の
三

日
町
大
笹
橋
か
ら
松
崎
お
堂
下
近

く
ま
で
の
約
１
・
５
㎞
の
両
岸
に

わ
た
り
、
ご
み
清
掃
や
雑
草
除
去

を
行
い
、
ア
ヤ
メ
と
ツ
ツ
ジ
を
育

て
て
い
ま
す
。
15
年
前
に
始
ま
っ

た
活
動
で
す
が
、
年
々
整
備
さ
れ
、

紫
の
ア
ヤ
メ
と
色
と
り
ど
り
の
ツ

ツ
ジ
が
北
ア
ル
プ
ス
の
残
雪
に
映

え
て
、
春
の
花
街
道
と
な
り
ま
す
。

継
続
は
力
な
り
と
い
い
ま
す
が
、

親
し
ま
れ
る
農
具
川
に
す
る
た
め

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

清
水
区
自
治
会

■
事
業
名
　
清
水
区
自
治
会
多
目

的
広
場
整
備
事
業

■
助
成
金
　
１
４
２
万
５
０
０
０
円

■
代
表
者
　
西
山
隆
芳

■
代
表
者
の
一
言
　
私
た
ち
清
水
に

は
避
難
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
、

多
目
的
広
場
を
整
備
し
、
災
害
時
の
避

難
場
所
、
育
成
会
の
子
ど
も
た
ち
の
早

朝
マ
ラ
ソ
ン
等
の
集
合
場
所
、
高
齢
者

の
運
動
不
足
の
解
消
等
、
そ
の
利
用
度

は
無
限
に
広
が
り
ま
す
。住
民
が
安
全
・

安
心
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
環
境
の
整

備
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
三
世
代
の

住
民
が
支
え
合
い
な
が
ら
憩
い
の
場
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
広
場
に
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
を
作
り
、
他
地
区
と

の
交
流
試
合
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ス
マ
イ
ル

■
事
業
名
　
ス
マ
イ
ル
・
ダ
ン
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

■
助
成
金
　
68
万
３
０
０
０
円

■
代
表
者
　
湯
本
理
江

■
代
表
者
の
一
言
　
「
一
人
で
も

多
く
の
方
が
ダ
ン
ス
に
親
し
み
、

踊
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
」
そ
ん
な
思
い
か
ら
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
６
月
に
は
シ
ニ
ア
バ
レ
エ
レ
ッ

ス
ン
を
行
い
ま
し
た
。
12
月
４
日

（
日
）の
ス
マ
イ
ル
ダ
ン
ス
ラ
イ
ブ

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
一
緒
に
踊
っ

て
み
た
い
と
い
う
方
を
募
集
し
ま

す
。
ス
テ
ー
ジ
で
踊
る
感
動
を
あ

な
た
も
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

北
ア
ル
プ
ス
山
麓

わ
さ
び
生
産
組
合
大
町
支
部

■
事
業
名
　
お
お
ま
ち
の
里
山
を

活
か
し
た
森
の
わ
さ
び
振
興
事
業

■
助
成
金
　
89
万
８
０
０
円

■
代
表
者
　
西
澤
守

■
代
表
者
の
一
言
　
私
た
ち
、
北

ア
ル
プ
ス
山
麓
わ
さ
び
生
産
組
合

大
町
支
部
は
、
冷
涼
な
気
候
を
好

む「
わ
さ
び
」に
適
し
て
い
る
中
山

高
原
の
林
間
地
を
活
用
し
、
わ
さ

び
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
親
子
で
の
体
験
学
習
の

場
と
し
て
、
ま
た
、
市
民
の
方
に

わ
さ
び
を
使
っ
た
料
理
の
提
供
や

収
穫
体
験
を
通
じ
て
、
収
穫
し
た

わ
さ
び
を
地
域
特
産
品
と
し
て
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　市では、大町市第４次総合計画の基本理念である「市民参加と協働
の市政による地域の再生」に基づき、地域資源を活用した市民の参加
と協働による主体的なまちづくり活動を財政面から支援しています。
　「きらり輝く協働のまちづくり事業」に申請した地域づくり活動団体
の公開審査会を４月23日にサン・アルプス大町で行い、９団体が採
択されました。採択された団体の主な活動や熱い思いを紹介します。
内容は、各団体から提出いただいた原稿を基に掲載しています。

■問い合わせ　市民活動サポートセンター　℡ 市 内線８３０

平成28年度　きらり輝く協働のまちづくり事業
採択団体の紹介

皆さんの｢やる気｣と｢熱意｣を支援します
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平成28年度　きらり輝く協働のまちづくり事業

ま
ち
な
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会

■
事
業
名
　
市
民
と
商
店
街
の
健

康
づ
く
り
事
業

■
助
成
金
　
１
２
６
万
３
６
０
０
円

■
代
表
者
　
新
田
馨
子

■
代
表
者
の
一
言
　
昨
年
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
に
参
加
し
た
８
割
の
会
員

が
健
康
づ
く
り
に
役
立
っ
た
こ
と

が
数
値
に
表
れ
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
毎
月
実
施
す
る
「
こ

つ
こ
つ
元
気
教
室
」
に
て
大
町
市

の
特
定
健
診
、
県
の
信
州
エ
ー
ス

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
動
を
取
り
入
れ

て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
日
常
生
活
に

取
り
入
れ
れ
ば
結
果
は
必
ず
表
れ

ま
す
。
健
康
づ
く
り
に
あ
な
た
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

Ｋ
Ｉ
Ｄ‘
Ｓ　
Ｄ
Ａ
Ｙ

実
行
委
員
会

■
事
業
名
　
Ｋ
Ｉ
Ｄ�
Ｓ
　
Ｄ
Ａ
Ｙ

■
助
成
金
　
１
５
０
万
円

■
代
表
者
　
中
村
真
由
美

■
代
表
者
の
一
言
　
「
自
分
に
自

信
を
持
ち
、
自
分
ら
し
く
輝
い
て

い
け
る
力
を
届
け
た
い
」
そ
ん
な

熱
い
思
い
を
持
つ
パ
パ
マ
マ
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
が
こ
と
し
も
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
８
月
10
日
・
11
日
に

開
催
決
定
！
　
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
講
座
か
ら
子
ど
も
た
ち
が

自
分
で
挑
戦
し
て
み
た
い
も
の
を

選
択
し
、
自
分
だ
け
の
た
め
の
２

日
間
を
つ
く
り
ま
す
。
豊
か
な
経

験
、
出
会
い
、
そ
し
て
最
高
に
楽

し
い
時
間
を
こ
の
夏
も
子
ど
も
た

ち
へ
！

原
始
感
覚
美
術
祭

実
行
委
員
会

■
事
業
名
　
信
濃
の
国
　
原
始
感

覚
美
術
祭
２
０
１
６

－

地
は
語
る
、

水
の
か
た
り
べ

■
助
成
金
　
１
４
２
万
５
０
０
０
円

■
代
表
者
　
池
田
武
司

■
代
表
者
の
一
言
　
こ
と
し
で
７
回

目
を
迎
え
る
美
術
祭
を
私
た
ち
は
山

岳
都
市
大
町
の
景
観
を
生
か
し
、
地

元
の
人
と
作
り
上
げ
ま
す
。
１
０
０
年
、

１
０
０
０
年
先
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

る
も
の
を
大
切
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み

出
す
。
こ
れ
も
芸
術
の
果
た
す
使
命
の

一
つ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
木
崎
夏
期

大
学
１
０
０
周
年
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
や
恒
例
と
な
っ
た
や
ま
び
こ
ま
つ
り

参
加
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
、
ク
ロ
ー
ジ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人

中
山
高
原
森
の
風

■
事
業
名
　
キ
ャ
ン
プ
場
整
備

■
助
成
金
　
47
万
５
０
０
０
円

■
代
表
者
　
結
城
寛
治

■
代
表
者
の
一
言
　
信
州
大
町
チ
ャ

レ
ン
ジ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
オ
フ
ロ
ー

ド
コ
ー
ス
を
中
心
と
し
た
総
合
ア

ウ
ト
ド
ア
施
設
で
す
。
全
国
的
に

も
数
少
な
い
、
キ
ャ
ン
プ
場
を

持
っ
た
オ
フ
ロ
ー
ド
コ
ー
ス
で
、

車
や
バ
イ
ク
で
の
オ
フ
ロ
ー
ド
走

行
が
好
き
な
キ
ャ
ン
パ
ー
た
ち
が

全
国
か
ら
訪
れ
、
そ
の
数
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
来

場
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
が
、
よ

り
快
適
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
日
々
努

力
し
て
い
ま
す
。

森
城
址
保
存
会

■
事
業
名
　
森
城
址
保
存
活
用
事

業■
助
成
金
　
50
万
円

■
代
表
者
　
松
澤
啓

■
代
表
者
の
一
言
　
森
城
址
は
当

地
域
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
、
木

崎
湖
の
眺
め
が
良
い
景
勝
地
で

す
。
森
城
址
を
潤
い
と
魅
力
あ
る

地
域
資
源
と
し
て
積
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よ
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光
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こ
と
に
よ
り
、
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域
の
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興
、
ま
た
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民
や
地
元
住
民
等

が
森
城
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の
歴
史
と
文
化
を
見
直

し
、
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
高

め
ら
れ
る
よ
う
10
月
23
日（
日
）に

「
森
城
址
ま
つ
り
」を
開
催
い
た
し

ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
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北アルプス国際芸術祭 2017
～信濃大町  食とアートの廻廊～

ロゴマークを発表

現地見学会を実施

　北アルプス国際芸術祭実行委員会は５月26日、北アルプス国際
芸術祭2017～信濃大町　食とアートの廻廊～のロゴマークを発表
しました。
　「山・川・山」の漢字の形を基にしたデザインは、アートディ
レクターの下浜臨太郎さん、グラフィックデザイナーの若岡伸也
さんによるもので、地理学の用語で「廻廊地帯」といわれる信濃
大町の特殊な地形を表現しています。
　信濃大町の南北に連なる壮麗な北アルプスの山々。そしてその
山々の間を縫って流れる豊富な水。その水の流れが集まって豊か
な水流をたたえる川となり、このまちの成り立ち、文化の形成に
大きく寄与しています。そのような信濃大町を囲む壮大な自然の
スケールを凝縮したのがこのロゴマークです。
　「山・川・山」のシンボルは、パーツを組み合わせると無限に拡張することができます。北ア
ルプス国際芸術祭が信濃大町に限らず、より多くの人々や地域へと拡張していく可能性を秘めて
いることを表しています。

　６月12日、アート・プロジェクト募集に合わ
せて、アート作品の展示を想定している各エリ
アの事前現地見学を実施しました。総合ディレ
クターの北川フラムさんが同行した見学会は、
中心市街地のまちなか路地の散策からスタート
し、東山エリア、仁科三湖エリア、源流エリア
など、市内の魅力を余すところなく詰め込んだ
スケジュールで、国内外から多数の申し込みを
いただき、総勢27人のにぎやかな見学となりま

した。参加者からは「大町の空気を感じることができた」「大町が好きになった」などの意見も
あり、北アルプス国際芸術祭の作品に向けた制作意欲がひしひしと伝わってきました。どのよう
な作品提案が飛び出してくるのか、今から期待が膨らみます。

アート・プロジェクト募集の締め切りは、７月15日（金） 午後６時必着

検索北アルプス国際芸術祭公式ホームページ http://shinano-omachi.jp/

市■問い合わせ 北アルプス国際芸術祭実行委員会事務局（まちづくり交流課国際芸術祭推進担当内） ℡　 内線５３６
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みんなで支える国民健康保険
　国民健康保険税（国保税）は、皆さんが病気やけがをしたときの
費用に充てられています。国保税を納期限内にきちんと納めましょう。
■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡ 市 内線４２２・４２３

課税限度額が変わります
　国保税は、前年の所得が確定した後の７月に計算し、１年間の税額が
決まります。納税通知書は７月下旬までに発送しますのでご確認ください。
　地方税法の改正により、平成28年度から国保税の課税限度額（上限額）
が変更になりました。このため上限額は、介護分を含めた85万円から89
万円に変わります。

国保税の軽減
　被保険者（国保加入者）の所得の合計額が一定以下の場合、均等割
額と平等割額が減額されます。

更新の手続き

※「限度額適用認定証」「限度額適用・標準負担額減額認定証」「特定疾病療養受療証」は、世帯に平成27年中の個人
住民税の所得の申告をしていない人がいると、更新することができません。収入が無い場合や非課税年金を受給
している場合も申告をしてください。

「限度額適用認定証」……………………………
「限度額適用・標準負担額減額認定証」
　医療機関での窓口負担を限度額までにする認定証で
す。個人住民税非課税世帯の人は、入院時の食事代も
減額になります。有効期限は、毎年７月末までです。
引き続き認定証が必要な場合は、お手持ちの認定証、
保険証、マイナンバーの分かるもの、印鑑を持参の上、
手続きしてください。
※国保税の未納がある場合は、「限度額認定証の交付」
は受けられません。

「特定疾病療養受療証」…………………………
　人工透析や血友病など、高額な治療を長期間必要と
する人に交付している証です。有効期限は、毎年７月
末までです。新しい証を７月下旬に発送します。

「高齢受給者証」…………………………………
　医療機関での窓口負担割合（１割、２割、３割のい
ずれか）が記載されている証で、70～74歳の人に交
付しています。有効期限は、毎年７月末までです。新
しい証を７月下旬に発送します。

納税相談をご利用ください
　納期内に納税できない事情がある人は
納税相談をご利用ください。国保税を滞
納していると、未納期間に応じた厳しい
措置が取られ、十分な給付が受けられな
くなる場合があります。未納のままにせ
ず、まずはご相談ください。
　夜間納税相談も次の日程で行います。

■受付　市民課国保・年金係
（市役所本庁舎１階３番窓口）
■夜間納税相談日
７月28日（木）・29日（金）　午後７時まで

均等割額と平等割額の軽減

合計所得金額 軽減率

33万円以下のとき 7 割

33万円＋（26万5千円×世帯の被保険者数）以下のとき 5 割

33万円＋（48万円×世帯の被保険者数）以下のとき 2 割

国保税の税額　次の四つの項目を基に計算し、「医療分」「後期高齢者支援金分」「介護分」の組み合わせで決まります。

区分 所得割額 資産割額 均等割額 平等割額 上限額（前年度）

医療分 （所得※ー33万円）×5.90％ 22.0％ 18,000円 24,000円 54万円（52万円）

後期高齢者支援金分 （所得※ー33万円）×2.40％ － 11,000円 － 19万円（17万円）

介護分 （所得※ー33万円）×2.20％ 2.0％ 8,000円 7,000円 16万円（16万円）

※所得とは、前年の収入から公的年金等控除額や給与所得控除額などの必要経費を引いた金額です。遺族年金や障
害年金は収入に含めません。扶養控除や社会保険料控除、医療費控除などの所得控除は適用されません。
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後期高齢者医療制度高齢者を支える

　後期高齢者医療制度は、75歳以上（一定の障がいのある人は65歳以上）の人の医療費のうち、国や都
道府県、市区町村の公費で約５割、現役世代の支援金（後期高齢者支援金）で約４割、残りの１割を被
保険者が保険料を負担し、みんなで高齢者を支える制度です。

■問い合わせ　市民課国保・年金係　℡ 市 内線４２３・４２４

平成28・29年度の保険料率が決まりました
　後期高齢者医療制度の保険料率は、見込まれる医療費などを推計して２
年ごとに見直されます。28・29 年度の保険料率が次のとおり決まりました。
　個人別の保険料額の決定通知は、現金納付・口座振替の人は７月中旬に、
年金からの天引きの人は８月中旬に送付します。

■ 28・29 年度の保険料率（見直し前との比較）

▽均等割額　40,907 円（＋ 560 円）

▽所得割率　8.30％（＋ 0.20％）
※１年間の保険料上限額 57 万円（変更なし）

加入者の年間保険料
　保険料は、被保険者の「均等割額（被保険者一人一人にかかる金額）」と、「所得割額（被保険者の所
得に応じかかる金額）」の合計額です。年度途中で加入した場合は、加入した月の分から計算します。

※所得とは、前年の収入から必要経費（公的年金等控除額や給与所得控除額など）を引いた金額です。
遺族年金や障害年金は収入に含めません。扶養控除や社会保険料控除、医療費控除などの「所得控除」
は適用されません。

保険料の軽減
　所得の低い人、制度加入直前に社会保険や健康保険組合などの被扶養者として保険料の負担がな
かった人には、保険料の軽減措置があります。軽減後の金額は次のとおりです。

■所得割額の軽減
被保険者の前年の総所得金額から基礎控除（33万円）を引いた額が58万円以下（年金収入で211万円
以下）の人は、所得割額が５割軽減されます。下線の金額が0円（年金収入で153万円以下）の場合は、
所得割額はかかりません。

■被扶養者の軽減
後期高齢者医療制度加入直前に、被用者保険（市町村国保・国保組合は対象外）の被扶養者であった
被保険者は、所得割額がかからず、均等割額が９割軽減になります。

均等割額
被保険者１人当たり

40,907 円
＋ ＝所得割額

本人の所得に応じ
（所得※－33万円）×8.30％

年間保険料
上限額 57 万円

100 円未満切り捨て

世帯内の被保険者と世帯主の前年の総所得金額等の合計額 軽減後の均等割額

33万円以下
の場合

世帯内の被保険者全員が年金収入80万円以下
（その他各種所得なし）の場合 9 割軽減 4,090円／年

上記以外の場合 8.5 割軽減 6,136円／年
33万円＋（26万5,000円×世帯の被保険者数）以下の場合 5 割軽減 20,453円／年
33万円＋（48万円×世帯の被保険者数）以下の場合 2 割軽減 32,725円／年
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■保険証見本

高額療養費の対象になった人は
　高額療養費申請手続きのお知らせを送付します。
申請は１回のみで、以降は必要ありません。１カ月

（同じ月内）の医療費の自己負担額が限度額を超えた
場合は、その超えた分を申請時に指定していただい
た口座に給付します。
　ただし、入院時の食事代や保険適用外の差額ベッ
ド代などは、給付対象外です。
　ご自身の自己負担の限度額を知りたい場合は、市
民課国保・年金係までお問い合わせください。

被保険者証（保険証）が
変わります
　現在お使いの黄色の保険証の有効期限
は、平成28年７月31日です。７月下旬に

「桃色」の新しい保険証を郵送します。有
効期限は29年７月31日です。
　黄色の保険証は、８月１日以降にご自
身で裁断するなどして破棄してください。
８月になっても新しい保険証が届かない
場合は、ご連絡ください。

※医療費の一部負担金の割合が、変更に
なっている場合がありますので、ご確認
ください。 非課税世帯の皆さんは限度額適用・

標準負担額減額認定証の提出を

　個人住民税非課税世帯の人は、入院または高額な
外来治療を受けるときに、「限度額適用・標準負担額
減額認定証」を提出することにより、医療機関窓口で
の支払いが減額されます。
　有効期限は毎年７月末までですが、一度申請する
と、翌年度も該当する場合には期限前に市から新し
い認定証を送付します。
　入院して認定証を提出せずに医療機関で支払いを
した場合は、後日、差額を高額療養費として給付し
ます。

７月10日(日)の集団健診は
会場の入り口にご注意を！
　７月10日（日）は、中
央保健センターと併設
の大町公民館分室２階
で参議院議員通常選挙
の投票を行っています。
集団健診にお越しの際
は、中央保健センター
入り口（南口）からお入
りください。

■受付　午前８時～10
時30分
■会場　中央保健センター
■実施する健診

▽健康診査（特定健診・後期健診・先取り健診）

▽大腸がん検診（検体回収）

▽前立腺がん検診(血液検査)

▽肝炎ウイルス検診（血液検査）
■持ち物

▽受診券（対象者に事前に送付します）

▽健康保険証

▽健（検）診料金（特定健診･後期健診は無料、ただし39歳まで
の人は2,000円、大腸がん500円、前立腺がん1,100円、　肝
炎ウイルス1,300円、心電図・眼底検査(希望者)各500円）
■問い合わせ　中央保健センター　℡・有線２３－４４００

「認知症カフェ」に
参加しませんか？
　市では、認知症の人や介護を
している家族、グループホームな
どの関係機関、地域の関心のあ
る人など、どなたでも参加できる

「認知症カフェ」を開催しています。
　認知症についてざっくばらんに
話し合い、施設職員からのアドバ
イスも聞けます。申し込み不要で
す。お気軽にご参加ください。

■日時　毎月第３金曜日　午後１
時30分～３時30分
■会場　総合福祉センター
■費用　200円／回（お茶代）
■その他　「認知症カフェ」の愛称
を募集します。８月31日（水）まで
に電話または直接、福祉課地域包
括支援センターへ。
■問い合わせ
　福祉課地域包括支援センター
　℡ 市 内線４１７

大町公民館分室・中央保健センター

健診の人は
こちらから（南口）

選挙の人は
こちらから（西口）

自己負担割合

29
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す
。
納
付
に

困
っ
た
ら
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
険
料
免
除
制
度

　
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
や
失
業
し

所
得
が
少
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
場
合
は
、
ご
本
人
か

ら
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
申

請
後
に
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
免
除
は
所
得
に
応
じ
て「
全
額

免
除
」「
４
分
の
３
免
除
」「
半
額
免

除
」「
４
分
の
１
免
除
」が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
納
付
猶
予
制
度

　
こ
れ
ま
で
納
付
猶
予
の
対
象
は

20
～
30
歳
未
満
で
し
た
が
、
28
年

７
月
か
ら
20
～
50
歳
未
満
の
学
生

以
外
の
人
に
な
り
ま
し
た
。

　
対
象
の
本
人
・
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、

ご
本
人
か
ら
申
請
書
を
提
出
い
た

だ
き
、
申
請
後
に
承
認
さ
れ
る
と
、

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
受
付
　
松
本
年
金
事
務
所
ま
た

は
市
民
課
国
保
・
年
金
係

■
28
年
度
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

▽
申
請
期
間
　
７
月
１
日
～

▽
承
認
期
間
　
７
月
～
29
年
６
月

【
共
通
事
項
】

　
失
業
な
ど
の
場
合
は
、
特
例
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
な
ど
の
写
し
を
添
付
し
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
松
本
年
金
事
務
所

℡
０
２
６
３
・
３
２
・
５
８
２
１

▽
市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
市
内
線
４
３
４

「
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
」を
ご
存
じ
で
す
か

～
私
の
知
識
・
技
術　
お
伝
え
し
ま
す
！
～

　
地
域
の
中
に
は
、
知
識
や
技
術
、
豊
富
な
経
験
を
持
つ
人
が
大
勢
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
皆
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
（
指
導
者
）
と
し
て
登
録
し
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
学
習
活
動
す
る
と
き
の
情
報
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
「
生
涯
学
習

リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
」制
度
が
あ
り
ま
す
。

　「
学
習
し
た
い
け
ど
指
導
者
が
い
な
い
」「
指
導
者
を
探
し
て
い
る
け
ど
見
つ

か
ら
な
い
」な
ど
で
お
困
り
の
皆
さ
ん
は
、
リ
ー
ダ
ー
バ
ン
ク
を
活
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

■
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係
　
℡
市
内
線
６
２
２

年
金
保
険
料
納
付
に
お
困
り
の
皆
さ
ん

国
民
年
金
の
免
除・

納
付
猶
予
制
度
の
活
用
を
！
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市
、
市
農
業
技
術
者
連
絡
協
議

会
、
Ｊ
Ａ
大
北
で
は
、
農
業
用
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
農
薬
空
き
容
器

（
空
ポ
リ
、
ガ
ラ
ス
瓶
、
空
き
缶
）

を
回
収
し
ま
す
。
荷
造
り
方
法
や

運
搬
上
の
注
意
を
守
り
、
回
収
場

所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
農

薬
空
き
容
器
の
回
収
は
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
Ｊ
Ａ
大

北
各
営
農
セ
ン
タ
ー
・
各
支
所
営

農
窓
口
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
期
日
　
７
月
21
日（
木
）

■
回
収
場
所
・
時
間

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

　
…
…
…
…
…
午
前
９
時
～
11
時

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

　
…
…
…
…
…
午
前
９
時
～
11
時

▽
Ｊ
Ａ
大
北
美
麻
支
所

　
…
…
…
…
…
午
前
９
時
～
11
時

▽
八
坂
野
平
山
村
広
場

　
…
…
…
午
前
９
時
～
９
時
30
分

▽
Ｊ
Ａ
大
北
三
原
野
菜
集
荷
場
　

　
…
…
…
…
…
午
前
10
時
～
11
時

■
委
託
処
理
料
金

（
１
㎏
当
た
り
、
運
賃
・
税
込
み
）

▽
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
…
50
円

▽
農
薬
空
き
容
器
…
…
１
５
０
円

▽
特
殊
空
き
容
器
…
…
５
０
０
円

　
市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
・
資

源
化
を
図
る
た
め
、
生
ご
み
堆
肥

化
等
処
理
容
器
を
購
入
さ
れ
た
人

に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
生
ご
み
な
ど
は
、
堆
肥
と

し
て
菜
園
な
ど
で
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
資
源
で
す
。
お

い
し
い
野
菜
や
き
れ
い
な
花
の
栽

培
に
有
効
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

■
対
象

▽
市
内
に
お
住
ま
い
の
人

▽
市
内
に
あ
る
事
業
者

■
申
し
込
み
　
生
ご
み
堆
肥
化
等

■
持
ち
物

委
託
処
理
料
金
、
印
鑑
（
個
人
と

処
理
業
者
間
で
委
任
状
を
作
成
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
）

■
荷
造
り
す
る
時
の
注
意

▽
で
き
る
だ
け
天
気
の
良
い
日
に

乾
燥
状
態
で
梱
包
す
る

▽
農
ビ
、
農
ポ
リ
、
肥
料
袋
に
分

け
て
梱
包
す
る
。
特
に
肥
料
袋
は
、

他
の
物
と
混
同
し
な
い

▽
結
束
に
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
を

使
用
し
十
字
に
結
ぶ（
荒
縄
、
針

金
な
ど
は
使
用
し
な
い
）

■
運
搬
す
る
時
の
注
意

　
回
収
場
所
へ
の
運
搬
時
に
は
、

車
両
に
表
示
・
書
面
の
備
え
付
け

（
携
帯
）が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ほ
場
か
ら
回
収
場
所
に
運
搬

す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
Ｊ
Ａ
大
北
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
・
５
３
６
４

▽
Ｊ
Ａ
大
北
中
部
営
農
セ
ン
タ
ー

℡
２
２
・
１
７
７
５

▽
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

℡
市
内
線
６
３
５

処
理
容
器
を
購
入
後
、
印
鑑
、
領

収
書
、
購
入
し
た
容
器
の
仕
様
書
、

振
り
込
み
口
座
番
号
が
分
か
る
も

の
を
お
持
ち
の
上
、
生
活
環
境
課

環
境
衛
生
係
、
市
八
坂
支
所
、
市

美
麻
支
所
へ
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
生
活
環
境
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

補助の対象 補助率

ボカシ容器などの
容量100リットル
未満の容器の購入
に要した費用

２分の１以内
限度額

2,000円

コンポストなどの
容量100リットル
以上の容器の購入
に要した費用

２分の１以内
限度額

3,000円

電気式またはその他の補助
装置を用いた容器の購入に
要した費用 ２分の１以内

限度額
30,000円

※買い替えの場合は、前回の補助から３年を経過し
ている事が条件となります。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・

農
薬
空
き
容
器
の
回
収

生
ご
み
堆
肥
化
等

処
理
容
器
設
置
の
補
助

【広告】
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平
成
28
年
度  

学
校
開
放
講
座

東
小
学
校

■
授
業
参
観
お
よ
び
校
長
講
話

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
校
長
講
話
も
お

聞
き
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
10
月
15
日（
土
）　

午
後
１
時
20
分
～
２
時
40
分

▽
会
場
　
東
小
学
校
　
プ
レ
イ

ル
ー
ム

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
東
小
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会

　
低
・
中
・
高
学
年
の
３
コ
ー
ス

を
、
児
童
が
自
己
記
録
更
新
を
目

指
し
て
走
り
ま
す
。
児
童
の
頑
張

り
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
応
援
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
28
日（
金
）

午
前
９
時
～
10
時
30
分

▽
会
場
　
東
小
学
校
　
周
辺
道
路

■
人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
）

▽
日
時
　
11
月
８
日（
火
）

午
後
２
時
10
分
～
３
時
40
分

▽
会
場
　
東
小
学
校
　
体
育
館

▽
演
題
　
ピ
ア
ノ
＆
ト
ー
ク
コ
ン

サ
ー
ト
～
視
覚
障
が
い
を
乗
り
越

え
～

▽
講
師
　
大
月
裕
夫
さ
ん
（
ピ
ア

ノ
演
奏
家
）

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
授
業
参
観

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
全
校
参
観
日
の
日
時

○
７
月
８
日（
金
）

　「
生
涯
学
習
の
機
会
と
し
て
、
多
く
の
人
に
学
校
の
授
業
や
行
事
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
」「
地

域
の
皆
さ
ん
に
近
所
の
学
校
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
市
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
本
部
と
市
内
小
・
中
学
校
で
は
、
学
校
が
行
う
授
業
・
行
事
・
ク
ラ
ブ
活
動
を
積
極
的
に
開
放

し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
提
供
す
る
学
校
開
放
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
お
住
ま
い
の
地
区
に
限
ら
ず
、
ど
こ
で
も
自
由
に
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。
ご
自
身
の
学
習
機
会
と
し

て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
学
校
施
設
や
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習･

青
少
年
係
　
℡
市
内
線
６
２
２

午
後
１
時
55
分
～
２
時
40
分

▽
低
学
年
参
観
日
の
日
時

29
年
２
月
16
日（
木
）

午
後
１
時
55
分
～
２
時
40
分

▽
中
学
年
参
観
日
の
日
時

29
年
２
月
10
日（
金
）　

午
後
１
時
55
分
～
２
時
40
分

▽
高
学
年
参
観
日
の
日
時

29
年
２
月
24
日（
金
）　

午
後
１
時
55
分
～
２
時
40
分

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
東
小
学
校

℡
・
有
線
２
２
・
０
６
１
１

西
小
学
校

■
校
内
音
楽
会

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

て
、
美
し
い
音
色
を
奏
で
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
２
日（
水
）

午
前
９
時
～
正
午

▽
会
場
　
西
小
学
校
　
体
育
館

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
運
動
会

　
児
童
一
人
一
人
が
躍
動
す
る
姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
９
月
17
日（
土
）

午
前
８
時
40
分
～
午
後
２
時
40
分

（
雨
天
順
延
）

▽
会
場
　
西
小
学
校
　
校
庭

■
授
業
参
観
・
バ
ザ
ー

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
10
月
14
日（
金
）

午
後
１
時
55
分
～
４
時
30
分

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
最
後
ま
で
全
力
で
走
る
姿
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
11
月
22
日（
火
）

午
前
８
時
50
分
～
正
午

▽
会
場
　
西
小
学
校
　
校
内
マ
ラ

ソ
ン
コ
ー
ス
周
辺

■
問
い
合
わ
せ
　
西
小
学
校
　

℡
・
有
線
２
２
・
０
０
１
９

南
小
学
校

■
運
動
会

　
児
童
一
人
一
人
の
活
躍
す
る
姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
９
月
17
日（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

▽
会
場
　
南
小
学
校
　
校
庭
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平成28年度　学校開放講座

■
人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会
）

▽
日
時
　
10
月
12
日（
水
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
会
場
　
南
小
学
校
　
体
育
館

▽
演
題
　
目
の
見
え
な
い
人
と
盲

導
犬

▽
講
師
　
前
野
弘
美
さ
ん
（
長
野

県
ハ
ー
ネ
ス
会
）

■
授
業
参
観
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
　
10
月
29
日（
土
）

▽
内
容
・
時
間
　
授
業
参
観
　
午

前
８
時
45
分
～
11
時
30
分
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
バ
ザ
ー
　
午
後
２
時
〜
３
時

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
松
林
マ
ラ
ソ
ン

　
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
敷
地

内
の
松
林
の
中
で
朝
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
し
ま
せ
ん
か
。
運
動
会
終
了

後
の
10
～
11
月
に
か
け
て
全
校
で

取
り
組
み
ま
す
。
運
動
が
で
き
る

服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
時
間
　
午
前
７
時
45
分
～
８
時

15
分

【
マ
ラ
ソ
ン
記
録
会
】

11
月
15
日（
火
）　
午
前
中

く
だ
さ
い
。

■
な
か
よ
し
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
旬
間

　
各
学
年
の
発
達
段
階
に
合
わ
せ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉
体
験（
手

話
体
験
、
点
字
体
験
、
車
い
す
体

験
、
ア
イ
マ
ス
ク
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル

プ
体
験
な
ど
）
を
、
児
童
と
一
緒

に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間
中
は
、
１
時
限
目
（
午
前
８

時
50
分
～
９
時
35
分
）
を
中
心
に

授
業
を
公
開
し
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
24
日（
月
）～
11
月

11
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
　
北
小
学
校
　

℡
・
有
線
２
３
・
０
１
９
０

八
坂
小
学
校

■
音
楽
会

　
児
童
や
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
合
唱

や
合
奏
の
発
表
を
し
ま
す
。

▽
日
時
　
６
月
25
日（
土
）

午
前
９
時
～
11
時

▽
会
場
　
八
坂
小
学
校
　
体
育
館

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
八
坂
地
区
ふ
れ
あ
い
運
動
会

　
保
育
園
、
小
学
校
、
八
坂
地
区

■
問
い
合
わ
せ
　
南
小
学
校
　

℡
・
有
線
２
２
・
０
５
２
１

北
小
学
校

■
40
周
年
記
念
音
楽
会

　
開
校
40
周
年
を
記
念
し
て
愛
唱

歌
を
作
り
ま
し
た
。
聴
き
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
10
月
21
日（
金
）

午
前
９
時
～
正
午

▽
会
場
　
北
小
学
校
　
体
育
館

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
授
業
参
観

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
９
月
３
日（
土
）

午
前
８
時
50
分
～

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

の
合
同
運
動
会
で
す
。

▽
期
日
　
９
月
10
日（
土
）

▽
会
場
　
八
坂
小
学
校
　
校
庭

■
花
づ
く
り
・
花
壇
づ
く
り

▽
春
花
壇
用
の
パ
ン
ジ
ー
の
種
ま
き

８
月
24
日（
水
）

午
前
10
時
50
分
～
11
時
35
分

▽
パ
ン
ジ
ー
の
苗
の
仮
植

９
月
14
日（
水
）

午
前
10
時
50
分
～
11
時
35
分

▽
パ
ン
ジ
ー
の
苗
の
定
植

11
月
２
日（
水
）

午
前
10
時
50
分
～
11
時
35
分

■
授
業
参
観

　
児
童
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観
で
き

ま
す
。

▽
期
日
　
７
月
11
日（
月
）、
11
月

18
日（
金
）、
29
年
２
月
４
日（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
　
八
坂
小
学
校
　

℡
２
６
・
２
０
１
０

八
坂
中
学
校

■
授
業
参
観
・
学
校
公
開

　
生
徒
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観
で
き

ま
す
。
内
容
に
よ
っ
て
は
、
一
緒

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
　
11
月
18
日（
金
）、
29
年

２
月
４
日（
土
）

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
学
習
総
合
発
表
会

や
ま
び
こ
祭（
文
化
祭
）

　
創
立
70
周
年
記
念
や
ま
び
こ
祭

で
す
。
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の

時
間
で
学
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
ま

す
。
音
楽
会
、
ミ
ニ
運
動
会
、
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
会
、
各
種

展
示
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
期
日
　
９
月
30
日（
金
）、
10
月

１
日（
土
）

■
大
町
市
学
校
人
権
教
育

公
開
授
業
・
研
究
会

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
づ
く

り
に
向
け
て
、
主
体
的
に
行
動
で

き
る
生
徒
の
育
成
を
願
い
、
授
業

を
公
開
し
ま
す
。

▽
日
時
　
11
月
16
日（
水
）

午
後
２
時
20
分
～
３
時
10
分

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
八
坂
中
学
校
　

℡
２
６
・
２
０
２
０
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美
麻
小
中
学
校

■
学
校
公
開

　
美
麻
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活
や
学

習
の
様
子
、
学
校
施
設
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
小
規
模
特
認
校

制
度
の
利
用
を
考
え
て
い
る
人
な

ど
を
対
象
に
学
校
説
明
会
も
行
い

ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
３
日（
土
）

午
前
８
時
15
分
～
正
午

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
開
校
40
周
年
記
念

梨
の
木
祭（
文
化
祭
）

　
学
芸
、
学
習
の
成
果
発
表
や
音

楽
会
が
あ
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒

一
人
一
人
の
発
表
す
る
姿
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▽
日
時
・
内
容

○
９
月
30
日（
金
）　
午
後

開
祭
式
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

○
10
月
１
日（
土
）　
終
日

音
楽
会
、
展
示
、
閉
祭
式

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
授
業
参
観

　
児
童
・
生
徒
の
学
校
生
活
や
学

習
の
様
子
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
演
題
・
講
師
　
未
定

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
授
業
参
観

　
生
徒
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観
で
き

ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
７
日（
水
）、
10
月

25
日（
火
）、
29
年
２
月
３
日（
金
）

午
前
８
時
15
分
～

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
唱

　
こ
ぶ
し
祭（
文
化
祭
）で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
合
唱
を
発
表
し
ま
す
。
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
Ｏ
Ｂ
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
大

歓
迎
で
す
。
一
緒
に
参
加
し
ま
せ

ん
か
。

▽
練
習
日
時
　
８
月
か
ら
５
回
程

度午
後
７
時
～
８
時
30
分

▽
会
場
　
第
一
中
学
校
　
音
楽
室

▽
定
員
　
30
人
程
度

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
第
一
中
学
校
　

℡
・
有
線
２
２
・
１
２
６
２

▽
期
日
　
７
月
11
日（
月
）、
11
月

18
日（
金
）、
29
年
２
月
４
日（
土
）

※
11
月
18
日
は
、
講
演
会
が
あ
り

ま
す
。

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
美
麻
小
中
学
校

℡
２
９
・
２
０
０
４

第
一
中
学
校

■
こ
ぶ
し
祭（
文
化
祭
）

　
学
習
・
作
品
展
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
や
英
語
ス
ピ
ー
チ
な
ど

の
学
習
発
表
、
運
動
会
（
一
中
秋

の
陣
）、
音
楽
会
な
ど
を
行
い
ま

す
。
生
徒
が
一
人
一
人〝
輝
く
〟姿

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
９
月
30
日（
金
）・
10
月

１
日（
土
）

午
前
８
時
15
分
～
午
後
３
時
30
分

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
講
演
会

　
授
業
参
観
の
後
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
主

催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
25
日（
火
）

午
後
３
時
～
４
時

▽
会
場
　
第
一
中
学
校
　
体
育
館

仁
科
台
中
学
校

■
蓮
華
祭（
文
化
祭
）

　
意
見
文
発
表
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
の
発
表
、
運
動
会
、
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
、
吹
奏
楽
部
発
表
な

ど
を
行
い
ま
す
。
生
徒
一
人
一
人

の
学
習
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
　
９
月
30
日（
金
）、
10
月

１
日（
土
）

▽
そ
の
他
　
駐
車
場
は
、
校
地
内

お
よ
び
Ｊ
Ａ
大
北
ア
プ
ロ
ー
ド
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
創
立
50
周
年
記
念
式
典

　
仁
科
台
中
学
校
50
周
年
を
祝
う

式
典
を
蓮
華
祭
２
日
目
に
行
い
ま

す
。
生
徒
の
発
表
や
講
演
会
な
ど

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
10
月
１
日（
土
）　
午
後

▽
会
場
　
仁
科
台
中
学
校
　
体
育

館▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
駐
車
場
は
、
校
地
内

お
よ
び
Ｊ
Ａ
大
北
ア
プ
ロ
ー
ド
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
授
業
参
観

　
生
徒
の
生
活
や
学
習
の
様
子
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
終
日
参
観
で
き

ま
す
。

▽
期
日
　
７
月
１
日（
金
）、
９
月

６
日（
火
）、
11
月
14
日（
月
）、
29

年
２
月
23
日（
木
）

▽
そ
の
他
　
上
履
き
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
駐
車
場
は
、
校
地
内

お
よ
び
Ｊ
Ａ
大
北
ア
プ
ロ
ー
ド
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
Ｐ
Ｔ
Ａ
コ
ー
ラ
ス

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
、
総
合
発
表
会
、

母
親
コ
ー
ラ
ス
祭
り
な
ど
で
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
コ
ー
ラ
ス
を
発
表
し
ま
す
。

保
護
者
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ

ん
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▽
練
習
日
時
　
原
則
と
し
て
毎
月

第
２
・
４
火
曜
日

午
後
７
時
～
８
時

▽
会
場
　
仁
科
台
中
学
校
　
音
楽

室▽
そ
の
他
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
は
年
会
費
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
仁
科
台
中
学
校

℡
・
有
線
２
２
・
１
８
１
７
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小
規
模
特
認
校
制
度
と
は

　
通
常
の
学
区
と
異
な
り
、
通
学

区
域
を
広
げ
て
児
童
・
生
徒
を
募

集
す
る
制
度
で
す
。
当
該
学
校
の

教
育
活
動
・
特
色
に
共
感
を
持
つ

児
童
・
生
徒
や
保
護
者
の
希
望
に
よ

り
、
入
学
許
可
条
件
を
基
に
、
市

教
育
委
員
会
が
就
学
を
認
め
ま
す
。

体
験
活
動
を
重
視
し

主
体
性
を
育
て
る

八
坂
小
学
校
、
八
坂
中
学
校

　
八
坂
小
学
校
、
八
坂
中
学
校
は
、

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」と

し
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
用

し
た
体
験
学
習
を
柱
に
、
学
校
と

家
庭
と
地
域
が
連
携
し
な
が
ら
子

ど
も
た
ち
の
主
体
性
を
育
て
る
学

校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
特
色

1
　
少
人
数
の
特
色
を
生
か
し
、

確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
、

一
人
一
人
の
願
い
の
実
現
を
図
り

ま
す
。

2
　
子
ど
も
た
ち
に
自
ら
学
ぶ
意

欲
や
主
体
的
な
態
度
が
身
に
付
く

よ
う
に
、
地
域
の
自
然
や
伝
統
・

文
化
を
体
験
的
に
学
ぶ
学
習
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

3
　
特
認
校
制
度
の
下
に
転
入
学

し
た
児
童
・
生
徒
の
う
ち
、
４
年

生
以
上
は
定
期
的
（
年
間
３
回
を

予
定
）
に
山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
た
通
学
合
宿
を
実
施
し
て
、

集
団
の
中
で
の
規
則
正
し
い
生
活

習
慣
と
生
活
力
を
高
め
ま
す
。

■
募
集
学
年
と
人
数

　
29
年
度
の
小
学
１
年
生
～
中
学

２
年
生
を
対
象
に
、
八
坂
・
美
麻

地
区
以
外
の
通
学
区
域
か
ら
若
干

名
。

■
募
集
期
間
　
７
～
11
月

■
学
校
見
学
会
　

▽
八
坂
小
学
校
　
７
月
11
日（
月
）、

11
月
18
日（
金
）　
午
前
８
時
50
分

▽
八
坂
中
学
校
　
９
月
30
日（
金
）、

11
月
18
日（
金
）　
午
前
８
時
45
分

▽
内
容
　
授
業
参
観
、
学
校
説
明

■
問
い
合
わ
せ

▽
八
坂
小
学
校（
教
頭
）

℡
２
６
・
２
０
１
０

▽
八
坂
中
学
校（
教
頭
）

℡
２
６
・
２
０
２
０

小
中
一
貫
教
育
と
し
て

新
た
な
歩
み
を
始
め
た

美
麻
小
中
学
校

　
美
麻
小
中
学
校
は
、
保
護
者
や

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」
と
し
て
、

学
校
を
開
き
、
小
中
一
貫
教
育
で

子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
特
色

1
　
小
中
一
貫
教
育
校
と
し
て
、

義
務
教
育
９
年
間
を
心
身
と
学
び

の
発
達
に
合
わ
せ
て
ホ
ッ
プ
期

（
１
～
４
年
）、
ス
テ
ッ
プ
期（
５
～

７
年
）、ジ
ャ
ン
プ
期（
８
～
９
年
）

の
三
つ
の
課
程
で
構
成
し
、
５
年

生
か
ら
は
教
科
担
任
制
に
よ
っ
て

学
習
指
導
を
行
い
ま
す
。

2
　
東
海
大
学
と
美
麻
公
民
館
の

連
携
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
「
元
気

ア
ッ
プ
運
動
」を
毎
朝
全
校
児
童
・

生
徒
が
行
い
、
体
力
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
心
身
の
安
定
を
図
り

ま
す
。

3
　
米
国
・
メ
ン
ド
シ
ー
ノ
と
の

交
流

▽
全
校
に
よ
る
米
国
・
メ
ン
ド

シ
ー
ノ
と
の
交
流
事
業
を
通
じ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
国

際
感
覚
を
養
い
ま
す
。

▽
５
・
６
年
生
は
隔
年
で
姉
妹
校

Ｋ
８
ス
ク
ー
ル
な
ど
メ
ン
ド
シ
ー

ノ
へ
の
訪
問
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
学
年
と
人
数

　
29
年
度
の
全
学
年
を
対
象
に
、

美
麻
・
八
坂
地
区
以
外
の
通
学
区

域
か
ら
若
干
名
。

■
募
集
期
間
　
９
～
12
月

■
学
校
見
学
会

▽
期
日
　
９
月
３
日（
土
）

▽
時
間
・
内
容
　
午
前
８
時
15
分

元
気
ア
ッ
プ
運
動
、
午
前
８
時
50

分
　
授
業
参
観
、
午
前
10
時
40
分

学
校
説
明

■
問
い
合
わ
せ

美
麻
小
中
学
校（
副
校
長
）

℡
２
９
・
２
０
０
４

共
通
事
項

■
面
接
時
期
　
応
募
し
た
児
童
・

生
徒
と
保
護
者
を
対
象
に
校
長
が

随
時
行
い
ま
す
。

■
転
入
学
予
定
者
の
決
定
　
12
月

下
旬

　
八
坂
小
学
校
、
八
坂
中
学
校
、
美
麻
小
中
学
校
の
３
校
は
、
小
規
模
特
認
校
制
度
の
導
入
校
と
し
て
、
市
内

全
域
か
ら
児
童
・
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
各
学
校
の
特
色
や
入
学
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
紹
介
し
ま
す
。

八
坂
小
学
校
・
八
坂
中
学
校
・
美
麻
小
中
学
校

市
内
全
域
か
ら
児
童・生
徒
を
募
集
！
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市
長
へ
の
手
紙

　「
市
長
へ
の
手
紙
」は
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
を
市
長
に

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
２
年
に
始
ま
り
、
こ
と
し
で
27
年

目
に
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご

意
見
・
ご
提
案
な
ど
は
、
市
長
が
必
ず

全
て
に
目
を
通
し
、
内
容
に
よ
り
担
当

課
に
指
示
を
し
て
検
討
し
、
お
返
事
を

作
成
の
上
、
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

手
紙
は
66
通
で
し
た
。
複
数
の
項
目
に

わ
た
る
内
容
も
あ
り
、
項
目
別
で
は
、

保
健
・
福
祉
６
件
、
病
院
・
医
療
６
件
、

生
活
・
環
境
27
件
、
子
育
て
・
教
育
７

件
、
産
業
・
観
光
21
件
、
防
災
・
行
政

16
件
、
そ
の
他
６
件
の
合
計
89
件
で
し

た
。
新
た
な
道
路
整
備
や
除
雪
な
ど
日

頃
の
生
活
に
直
結
す
る
要
望
な
ど
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

まちづくり行政懇談会

　
三
期
目
の
市
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、二
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

「
市
長
へ
の
手
紙
」「
市
長
へ
の
メ
ー
ル
」「
行
政
懇
談
会
」「
地
域
懇
談
会
」な
ど
を
通
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
市
政
へ
の
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
提
案
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
二
十
八
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し
て
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
第
四
次
総
合
計
画
の
総
仕
上
げ
の
年
で
あ
り
、
ま
た
、
新
た
な
総
合
計
画
を
策
定

す
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。
将
来
に
向
け
て
の
課
題
や
市
政
を
進
め
る
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
、

長
期
的
な
視
野
に
立
ち
戦
略
性
を
持
っ
た
施
策
展
開
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
住
み
よ
い
大
町
、
住
み
た
い
大
町
を
目
指
し
て
市
政
の
三
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

「
定
住
の
促
進
」「
働
く
場
の
確
保
と
産
業
振
興
」「
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
す
ま
ち
」
に
、

「
市
民
生
活
と
産
業
の
基
盤
整
備
」
と
「
市
民
の
文
化
・
芸
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
」
の

二
つ
の
政
策
の
柱
を
加
え
、
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
積
極
的
に
建
設
的
な
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
町
市
長

市長と語ろう！
まちづくり

あ
な
た
の

ご
意
見
・
ご
提
案
を

市
政
に
生
か
し
ま
す
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市長と語ろう！　まちづくり

手
紙
の
用
紙
を

　
折
り
込
み
ま
し
た

　
今
回
の
「
広
報
お
お
ま
ち
」
に
、

「
市
長
へ
の
手
紙
」の
用
紙
を
折
り

込
み
ま
し
た
。
市
政
に
対
す
る
ご

意
見
・
ご
提
案
を
記
入
の
上
、
投と
う

函か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
紙
の
用
紙
お
よ
び
投
函
箱
は
、

市
役
所
本
庁
舎
の
ほ
か
、
八
坂
支

所
、
美
麻
支
所
、
各
公
民
館
に
も

配
置
し
て
あ
り
ま
す
。
ご
意
見
・

ご
提
案
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

市
長
へ
の
メ
ー
ル

　「
市
長
へ
の
メ
ー
ル
」も「
市
長
へ

の
手
紙
」
と
同
じ
く
、
お
送
り
い

た
だ
い
た
メ
ー
ル
は
、
市
長
が
必

ず
全
て
に
目
を
通
し
、
お
返
事
を

作
成
の
上
、
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
27
年
度
に
お
送
り
い
た
だ
い
た

「
市
長
へ
の
メ
ー
ル
」は
75
通
で
し

た
。
項
目
別
で
は
、
保
健
・
福
祉

２
件
、
病
院
・
医
療
２
件
、
生
活
・

環
境
17
件
、
子
育
て
・
教
育
５
件
、

産
業
・
観
光
21
件
、
防
災
・
行
政

20
件
、
そ
の
他
14
件
の
合
計
81
件

で
し
た
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

や
看
板
整
備
へ
の
要
望
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

■
送
信
方
法

　「
市
長
へ
の
メ
ー
ル
」は
、
次
か

ら
お
送
り
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
→
市
長
へ
の
手
紙
・
メ
ー
ル
→

m
ayor@

city.om
achi.nagano.jp

「
手
紙
」「
メ
ー
ル
」に
は

住
所
、
氏
名
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す

　「
市
長
へ
の
手
紙
」「
市
長
へ
の

メ
ー
ル
」の
ご
意
見
・
ご
提
案
に
は
、

市
長
か
ら
お
返
事
を
お
送
り
し
ま

す
。
手
紙
、
メ
ー
ル
を
お
送
り
い

た
だ
く
際
に
は
必
ず
住
所
、
氏
名

な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ご
意
見
・
ご
提
案
の
内
容
に

よ
っ
て
は
、
関
係
部
署
と
の
調
整

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
お
返
事
ま

で
に
２
週
間
程
度
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　「
市
長
へ
の
手
紙
」「
市
長
へ
の

メ
ー
ル
」
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

ご
意
見
・
ご
提
案
は
、「
広
報
お

お
ま
ち
」
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
は
、
個
人

が
特
定
で
き
る
内
容
は
掲
載
し
ま

せ
ん
。

市
長
と
語
ろ
う
！

ま
ち
づ
く
り

行
政
懇
談
会

　
市
民
と
行
政
が
連
携
し
、
協
働

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
市
民

参
加
の
市
政
を
実
現
す
る
た
め
に
、

市
長
と
市
内
各
種
団
体
や
グ
ル
ー

プ
な
ど
の
皆
さ
ん
が
、
膝
を
交
え

て
大
町
市
の
将
来
に
つ
い
て
懇
談

す
る
「
市
長
と
語
ろ
う
！
　
ま
ち

づ
く
り
行
政
懇
談
会
」
を
平
成
18

年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
53
回
開
催
し
て
、

市
政
全
般
や
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
ご
意
見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
懇
談
時
間
は
１
時
間

30
分
程
度
で
す
。
開
催
日
時
・
場

所
は
団
体
の
代
表
者
と
相
談
し
て

決
定
し
ま
す
。

　
ご
希
望
の
場
合
は
、
電
話
ま
た

は
直
接
、
情
報
交
通
課
広
聴
広
報

係
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
懇
談
の
内
容
に
つ
い
て
承
諾
い

た
だ
い
た
場
合
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
市
長
の
部
屋
」内
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

情
報
交
通
課
広
聴
広
報
係

℡
市
内
線
４
０
４

地
域
懇
談
会

　
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
、
市

長
に
直
接
、
ご
意
見
・
ご
提
案

を
い
た
だ
く
機
会
と
し
て「
地

域
懇
談
会
」を
開
催
し
ま
す
。

市
長
か
ら
の
お
願
い

　
市
連
合
自
治
会
と
各
自
治
会

の
主
催
に
よ
り
、
き
め
細
か
い

地
域
の
単
位
で「
地
域
懇
談
会
」

を
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
て
10

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
ま
で

に
66
回
、
延
べ
１
２
６
の
自
治

会
に
私
自
身
が
お
伺
い
し
て
懇

談
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
多
く
の
ご
意

見
・
ご
提
案
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
こ
の
ご
意
見
・
ご
提

案
に
つ
い
て
は
、
私
自
身
が
直

接
お
答
え
し
て
い
ま
す
。
そ
の

場
で
お
答
え
が
難
し
い
こ
と
に

つ
い
て
も
、
後
日
、
担
当
課
と

打
ち
合
わ
せ
を
し
た
上
で
必
ず

お
答
え
し
て
い
ま
す
。
今
、
地

方
行
政
は
大
き
な
節
目
の
時
代

に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
け
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

が
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
社
会

や
人
口
減
少
な
ど
の
大
き
な
課

題
の
解
決
に
つ
い
て
は
特
効
薬

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
ア
イ
デ
ア
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
引
き
続
き
自
治
会

の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
、「
地

域
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

ま
ち
づ
く
り
交
流
課
市
民
活
動

支
援
係

℡
市
内
線
８
３
１
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市長と語ろう！　まちづくり

　27年度にあった公文書の公開請求は、市長と教育委員会への98件です。運用の内訳は、表のとおりです。
公文書の一部公開は、特定の個人が判別できる場合や法人などに関する情報で、公にすることにより、
当該法人などの権利、競争上の地位を害する恐れがあるなどの理由で、一部公開としました。
　このほか、選挙管理委員会、公平委員会、監査委員、農業委員会および固定資産評価審査委員会への
公開請求はありませんでした。
■問い合わせ　庶務課行政管理係　℡ 市 内線５１１

■市長からのお返事

　市から通知いたします内容は、そ
の多くに個人情

報が含まれております。そのため、個
人情報が漏れ

ないようにする工夫をするとともに、
経費の削減を図

るため、封筒の外側に宛名を印刷する
のではなく、封

筒内に収められた通知書の宛名でその
まま配達できる

よう、半透明の窓枠を付けた封筒を使
用しております。

　市で使用しております窓空き封筒の
処理につきまし

て、封筒の納入業者と生活環境課に
確認しましたとこ

ろ、窓部分に使用しております半透明
の紙は取らずに

そのまま出していただいても資源物の
「雑

ざつ

紙
がみ

」として

処理できますとのことでした。今後、
市からの窓空き

封筒は窓部分を取らず、そのままお出
しいただきますよ

うお願いします。ご提案ありがとうござ
いました。

■市長からのお返事
　ご指摘をいただきました看板は、市観光課が設置した観光案内看板で、走行中の運転者等が一目で分かるよう、観光施設のジャンルごとに統一したデザインとともに施設名を表示し、市内各所に設置しています。　ご指摘の看板は、図案でスキーを表していますが、施設の名称としましては山の名前と同じことから、ご指摘のように、登山口と見間違える可能性が多分にあります。　また、他の表示につきましても、既にスキー場の名称が変更されていたり、現在営業していない施設もあり、現状と異なっているものもありましたので、ご指摘の部分も含め看板を修正することと致します。　ご指摘をいただきましてありがとうございました。

市長への手紙（防災・行政）

市長への手紙（産業・観光）

■お寄せいただいたご意見
　市役所などから送られてくる窓
空き封筒について、分別するため
に透明の窓部分を外すのに苦労し
ている。窓の部分を取りやすくする
か全部紙製にしてほしい。

■お寄せいただいたご意見

　平・温泉郷の西、犬の窪交差

点前の案内版。スキー姿イラスト

と爺が岳の表示だけでは登山口

があると間違える人がいる。分か

りやすい案内版を設置してほしい。

27年度中にいただきました
「市長への手紙」の内容を一部ご紹介します

平成27年度の運用状況

公文書の公開請求・個人情報の開示請求件数と処理状況
区分

執行機関 請求
処理結果

取り下げ 不服
申し立て公開 一部公開 非公開（不存在含む）

市長（水道部・病院含む) 91 49 26 13 3 ―
教育委員会 7 1 6 ― ― ―

計 98 50 32 13 3 ―

個人情報の開示請求
請求

処理結果
取り下げ 不服

申し立て承諾 一部不承諾 不承諾（不存在含む）
19 15 4 ― ― ―

公文書公開・個人情報開示請求
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大町市の企業紹介�
ー地域を支える地方企業ー

　
当
法
人
は
、
平
成
14
年
６
月
よ
り
福
祉

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
、
大
町
市
を
中
心
に

「
介
護
保
険
・
高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
」「
障

が
い
児
者
サ
ー
ビ
ス
」「
ス
ク
ー
ル（
人
材
育

成
）」の
３
つ
の
部
門
を
柱
に
事
業
運
営
を

し
て
お
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
・
高
齢
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
家
庭
的
な
温
も
り（
ホ
ッ
ト
）と
安
心

（
ほ
っ
と
す
る
）で
き
る
顔
の
見
え
る
な
じ

み
の
関
係
と
環
境
を
大
切
に
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス（
日
帰
り
）「
ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
か
た
つ
む

り
の
家
」（
神
栄
町
）と「
ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
と

き
わ
の
家
」（
常
盤
・
須
沼
）を
運
営
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
の
相
談
窓
口
と
し

て「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
北
ア
ル
プ
ス

の
風
」（
常
盤
・
上
一
）の
運
営
、
入

居
型（
住
ま
い
）サ
ー
ビ
ス
と
し
て

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム「
北
ア
ル
プ
ス
の
家
」（
神
栄
町
）

と
、
こ
と
し
５
月
に
は
Ｊ
Ｒ
信
濃

常
盤
駅
前
に
サ
ー
ビ
ス
付
き
高

齢
者
住
宅「
リ
ー
ベ
と
き
わ
」30
戸

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
障
が
い
児
者
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
障
が
い
の
あ
る

仲
間
た
ち
が
が
ん
ば
っ
て
い
る
姿

を
見
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
主
役

に
し
て
欲
し
い
願
い
か
ら「
が
ん

ば
り
や
さ
ん
」
と
い
う
名
称
で
、
名
店
街

を
中
心
に
就
労
支
援
と
し
て
の
喫
茶
店
や

パ
ン
屋
さ
ん
、
販
売
所
の
運
営
を
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
支
援
や
作
業
活
動

を
行
う
生
活
介
護
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を

市
内
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

　
人
材
育
成「
か
い
ご
の
学
校
」で
は
、「
福

祉
は
人
な
り
」
と
い
う
理
念
を
掲
げ
、
福

祉
に
必
要
な
研
修
会
な
ど
を
行
い
、「
知

識
」「
技
術
」「
こ
こ
ろ
」の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
人
材
教
育
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
北
ア
ル
プ
ス
の
風
で
は
、
地
域
福
祉
を

支
え
る
３
本
柱
で
大
町
市
の
福
祉（
ふ
だ

ん
の
く
ら
し
の
し
あ
わ
せ
）が
向
上
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　「広報おおまち」では、市内の企業を紹介しています。内容は企業から提出い
ただいた原稿を基に掲載しています。掲載を希望する企業は、産業立地戦略室

（℡ 市 内線541）までご連絡ください。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

北
ア
ル
プ
ス
の
風

大
町
市
の
福
祉（
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の
し
あ
わ
せ
）の
向
上
を
目
指
し
て

■所 在 地：大町市大町2790－2（神栄町）
℡26－3411

■代 表 者：代表理事　神谷典成
■事 業 内 容：介護保険・高齢者サービス事業、

障がい者サービス事業、各種研
修会・勉強会などの開催

　
山
岳
博
物
館
で
は
待
望
の
ニ
ホ
ン
ラ

イ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
研
究
が
始
ま
り
ま
し

た
。
先
月
21
日
、
北
ア
ル
プ
ス
乗
鞍

岳
で
採
卵
さ
れ
た
４
個
の
卵
を
受
け

入
れ
、
昨
年
飼
育
を
始
め
た
東
京
都

恩お
ん

賜し

上
野
動
物
園
や
富
山
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
パ
ー
ク
と
協
力
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

　
山
博
で
は
昭
和
38
年
か
ら
約
40
年

間
、
低
地
飼
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
実

績
が
あ
り
ま
す
。
絶
滅
が
危
惧
さ
れ

る
ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
救
う
た
め
、
環
境
省

な
ど
が
進
め
る
こ
の「
生
息
域
外
保
全
」

の
取
り
組
み
が
成
功
に
つ
な
が
る
こ
と

を
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
ひ
な
は
、
病
気
な
ど

の
感
染
の
心
配
も
あ
り
、
し
ば
ら
く
は

静
か
な
環
境
で
飼
育
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
お
目
見
え
す
る
の
は
少
し

先
に
な
り
ま
す
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
先
月
11
日
に
は
、
企
画
展「
鹿

島
槍
ヶ
岳
カ
ク
ネ
里 

氷
河
へ
の
道
の

り
」が
始
ま
り
ま
し
た
。
学
術
調
査
団

を
組
織
し
て
平
成
26
年
度
か
ら
進
め

て
き
た
調
査
の
結
果
を
紹
介
す
る
も
の

で
、
会
場
で
は
調
査
団
長
の
小
坂
共と
も

榮よ
し

信
州
大
学
名
誉
教
授
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

ト
ー
ク
も
開
か
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
秋
の
カ
ク
ネ
里
雪
渓
の
調
査

で
は
、
氷
体
の
流
動
性
を
測
定
す
る
Ｇ

Ｐ
Ｓ
観
測
が
行
わ
れ
、
24
日
間
で
12
～

17
㎝
の
移
動
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
年

間
で
は
２
・
５
㍍
前
後
の
流
動
が
あ
る

も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
氷
河
の
条
件
は
、
氷
体
が
存
在
す

る
こ
と
と
、
そ
の
氷
体
が
流
動
し
て
い

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
基
本
的

な
二
つ
の
要
素
を
満
た
す
こ
と
に
な
り

ま
す
。
こ
の
調
査
結
果
は
学
会
に
報
告

さ
れ
、
審
査
さ
れ
た
論
文
が
学
会
誌
に

掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
正
式
に
認
め
ら
れ

る
そ
う
で
す
。
心
待
ち
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
大
町
な
ら
で
は
の
研
究
で
注
目
が

集
ま
る
山
岳
博
物
館
、
市
民
の
皆
さ

ま
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第83回】
注目集まる山岳博物館

大町市長　牛越徹
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第38回 大町やまびこまつり

第18回 大町ゆかたまつり

ことしも盛り上がろう！

ゆかた姿でまちへ行こう！

８月６日土

８月５日金

午後３時～９時（歩行者天国は午後３時～９時30分予定）市街地中央通り

午後４時30分～８時30分　市街地中央通り

第38回大町やまびこまつり前夜祭

大町ゆかたまつり
　やまびこまつりの前夜祭として、商店街各所で露店の
出店や素敵な景品が当たるスタンプラリーなどを行いま
す。ゆかた姿の人には特典も！

ゆかたの無料着付け
　ボランティアによる、ゆかたの無料着付けを行います。
着付けを習いたい人もお気軽にお越しください。

■日時　８月５日（金）　午後４時～６時
■会場　ギャラリー・いーずら（いーずら大町特産館２階）
■持ち物　ゆかた、帯、着物ベルト、腰ひも３本、伊

達締め、タオル３本、おしぼり１本
■問い合わせ　大町市商店街連合会（商工会議所内）
　℡２２－１８９０

大町やまびこまつり
　大町の夏の恒例行事「大町やまびこまつり」を開催！
会場の市街地中央通りでは、小学生によるブラスバン
ドや和太鼓の演奏、合唱、吹奏楽、ダンス、みこしなど、
さまざまなイベントを予定しています。
　午後７時からは「やまびこ音頭」「やまびこサンバ」の
踊りがスタート！　お誘い合ってお出掛けください。

■問い合わせ　大町やまびこまつり実行委員会
　（商工労政課商業労政係内）　℡２６－５１０２

７月のイベント予定
期日 イベント名（会場）

9日土 めざまし　LIVE  COUNTRY
TOUR 2016 in OMACHI（文化会館）

17日日 2016大町美麻サイクルロードレース
大会（美麻・新行ほか）

23日土・24日日 若一王子神社例祭奉祝祭
（市街地中央通り～若一王子神社）

変更になる場合があります。詳細はお問い合わせください。

■問い合わせ　観光課庶務管理係　℡ 市 内線５６１
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、
ず
ぶ
ぬ

れ
覚
悟
！
　「
夏
の
ア
ル
プ
ス
大
冒
険
～
サ
マ
ー
・
プ
ラ
ッ
シ
ュ
～
」

が
始
ま
り
ま
す
。
乳
川
で
の
川
遊
び「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
リ
バ
ー
」の

ほ
か
、
水
遊
び
プ
ー
ル
と
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ラ

ン
ド
」も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
新
規
オ
ー
プ
ン
の
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
・
パ
ー
ク
も
夏
休
み
期
間
中
は
毎
日
開
園
し
ま
す
。

　
夏
休
み
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
リ
バ
ー

プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
動
き
だ
し
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
16
日（
土
）～
８
月

28
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
４

時■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
大
草
原

■
そ
の
他
　「
ず
ぶ
ぬ
れ
タ
イ
ム
」

は
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日

お
よ
び
8
月
11
日
～
15
日
　
午
前

11
時
、
正
午
、
午
後
１
時
、
午
後

２
時
　
１
日
４
回
　
各
５
分
間

リ
バ
ー
サ
イ
ド
・
ツ
リ
ー
イ
ン
グ

　
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま

で
、
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
簡
単
に
木

登
り
が
楽
し
め
る
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
。

夏
の
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
は
河
畔
で
行

う
特
別
版
で
す
。

■
日
時
　
７
月
16
日（
土
）・
17
日

（
日
）　
午
前
10
時
、
午
前
11
時
、

午
後
１
時
、
午
後
２
時
、
午
後
３

時
　
１
日
５
回

■
場
所
　
河
畔
広
場

■
対
象
　
４
歳
以
上

■
定
員
　
各
回
15
人

■
料
金
　
１
０
０
０
円

シ
ャ
ワ
ー
・
ピ
ク
ニ
ッ
ク

　
自
然
が
創
造
し
た
変
化
に
富
む

渓
流
で“
ザ
ブ
ザ
ブ”
と
歩
い
た
り
、

川
の
流
れ
に
身
を
任
せ
た
り
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
楽

し
み
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
16
日（
土
）～
８
月

31
日（
水
）　
午
前
９
時
30
分
～
正

午
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
定
員
　
各
回
20
人
　
※
４
人
未

満
の
場
合
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
対
象
　
４
歳
以
上
（
中
学
生
以

下
は
保
護
者
同
伴
）

■
料
金

▽
大
人
　
６
５
０
０
円

▽
小
人
　
５
５
０
０
円

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ッ
ク
３
（
大
人

と
小
人
合
わ
せ
て
３
人
）

１
万
４
５
０
０
円

■
申
し
込
み
　
事
前
に
電
話
で
、白

馬
ラ
イ
オ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
。

℡
７
２
・
５
０
６
１

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

事
前
の
電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/ 

　
夏
で
も
水
が
冷
た
い
北
ア
ル
プ

ス
の
渓
流
・
乳
川
で
川
遊
び
。
自

然
の
プ
ー
ル
で
夏
を
楽
し
も
う
！

■
日
時
　
７
月
16
日（
土
）～
８
月

28
日（
日
）　
午
前
10
時
～
午
後
４

時■
場
所
　
河
畔
広
場

■
対
象
　
３
歳
以
上

■
そ
の
他
　
足
元
の
保
護
の
た
め
、

つ
ま
先
、
か
か
と
の
あ
る
ウ
オ
ー

タ
ー
シ
ュ
ー
ズ
な
ど
の
履
物
を
必

ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ド

　
ア
ル
プ
ス
大
草
原
に
水
遊
び

プ
ー
ル
が
登
場
。
毎
時
ち
ょ
う
ど

の「
ず
ぶ
ぬ
れ
タ
イ
ム
」に
は
、
ス

スプラッシュ・ランド

スプラッシュ・リバー

リバーサイド・ツリーイング

シャワー・ピクニック
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
北
小
学
校
は「
心
を
一
つ
に
　
勝
利
を
つ
か

め
！
」を
テ
ー
マ
に
５
月
28
日
、
創
立
40
周
年
記

念
運
動
会
を
同
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
全
校
児
童
３
６
７
人
が
赤
白
に
分
か
れ
、
駆

け
っ
こ
や
綱
引
き
、
大
玉
送
り
な
ど
で
競
い
ま

し
た
。
５
・
６
年
生
の
騎
馬
戦
で
は
、
相
手
の

帽
子
を
奪
お
う
と
勇
ま
し
く
戦
い
を
挑
む
姿
に
、

集
ま
っ
た
保
護
者
や
地
域
住
民
か
ら
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
40
周
年
記
念
と
し
て
、
児
童
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

が
か
な
う
よ
う
願
い
を
込
め
、
閉
会
式
で
１
５
０

個
の
風
船
を
大
空
に
飛
ば
し
ま
し
た
。

　
勝
利
し
た
赤
組
応
援
団
長
の
權ご
ん

野の

巧こ
う

明め
い

君（
６

年
）
は「
心
を
一
つ
に
し
て

応
援
で
き
た
。
勝
て
た
の

は
み
ん
な
の
お
か
げ
」
と

仲
間
と
喜
び
を
分
か
ち

合
っ
て
い
ま
し
た
。

　
北
小
学
校
は
、
昭
和

52
年
４
月
に
全
校
児
童

９
３
５
人
で
開
校
。
地
域

住
民
が
児
童
と
一
緒
に
下

校
す
る
「
一
緒
に
帰
ろ
う

Ｄ
Ａ
Ｙ
」
や
、
本
年
度
か

ら
学
校
と
地
域
住
民
の
協

働
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
を
開
始
す
る
な

ど
地
域
に
根
付
い
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
、
国
民
の

祝
日「
山
の
日
」が
初

め
て
施
行
さ
れ
る
の

を
前
に
、
夏
山
シ
ー

ズ
ン
幕
開
け
と
な
る

針
ノ
木
岳
慎
太
郎
祭

が
６
月
１
日
、
針
ノ

木
大
雪
渓
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
日
本
の
近
代
登
山

の
先
駆
者
・
百
瀬
慎

太
郎
の
名
を
冠
し
た

　
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
伴
い
、
選
挙
権
年
齢

が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
を
受
け
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
６
月
16
日
、
大
町
岳
陽

高
校
前
で
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
高
校
生
へ
の
啓
発
活
動
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
な
ど
が
「
18
歳
に
な
っ
た
ら
選
挙
に
行
き
ま

し
ょ
う
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
手
渡
し
ま
し
た
。 

　
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
初
め
て
適
用
と
な
る

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
６
月
22
日
公

示
、
７
月
10
日
投
開
票
）
の
投
票
日
や
、
お
お

ま
ぴ
ょ
ん
が
投
票
す
る
姿
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て

祭
典
は
、
全
国
に
先
駆
け「
大
町
登
山
案
内
者
組
合
」

を
結
成
し
た
業
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
「
岳
都
お

お
ま
ち
」
の
夏
山
の
開
山
祭
も
兼
ね
て
行
わ
れ
、
こ

と
し
で
59
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
針
ノ
木
岳
大
雪
渓
の
残
雪
は
例
年
の
半
分
程
度
で
、

岩
が
出
て
い
る
場
所
も
あ
っ
た
式
典
会
場
に
は
、
県

内
外
か
ら
２
０
０
人
が
集
ま
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
安

全
を
願
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
記
念
登
山
と
し
て
希

望
者
が
リ
ー
ダ
ー
の
先
導
を
受
け
な
が
ら
針
ノ
木
峠

を
目
指
し
ま
し
た
。 

　
家
族
５
人
で
参
加
し
た
仁
科
愛な

る

知と
し

さ
ん（
大
黒
町
）

は
、「
せ
っ
か
く
大
町
に
住
ん
で
い
る
の
で
、
子
ど

も
た
ち
と
見
え
る
範
囲
の
山
に
登
り
た
い
。
登
山
は

家
族
み
ん
な
で
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
り
娯
楽
」
と

山
の
魅
力
を
話
し
、
雪
渓
を
登
っ
て
行
き
ま
し
た
。

い
ま
す
。

　
伊
藤
昭
委
員
長
は

「
若
い
世
代
の
投
票
率

低
下
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

高
校
生
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
い
、
家
族
や
社

会
全
体
に
も
広
ま
っ
て

ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄

せ
ま
し
た
。

　
片
瀬
紗
奈
さ
ん
（
３

年
・
池
田
町
）は「
選
挙

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
行
っ
て
み
た
い
。
投

票
は
責
任
も
あ
る
と
思

う
」と
話
し
ま
し
た
。

地
域
住
民
も
応
援
に

北
小
学
校
40
周
年
記
念
運
動
会

山
の
日
元
年　
夏
山
シ
ー
ズ
ン
開
幕

針
ノ
木
岳
慎
太
郎
祭

「
18
歳
に
な
っ
た
ら
選
挙
に
！
」

選
挙
権
年
齢
引
き
下
げ
を
Ｐ
Ｒ
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ときめきマイ・シティー

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
は
６
月
17
日
、
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設「
北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
」の
起
工
式
を
平
・
源
汲
地

区
の
建
設
予
定
地
で
行
い
ま
し
た
。

　
建
設
さ
れ
る
施
設
は
、
ス
ト
ー
カ
式
焼
却
施
設
で
、
鉄
骨

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
ほ
か
で
、
延
べ
床
面
積
約
３
８
０
０

㎡
、
地
上
４
階
建
て
の
高
さ
25
ｍ
、
煙
突
の
高
さ
は
59
ｍ
で

す
。
大
町
市
、
白
馬
村
、
小
谷
村
か
ら
出
る
可
燃
ご
み
や
可

燃
性
粗
大
ご
み
を
１
日
に
最
大
40
ｔ
焼
却
処
理
す
る
ほ
か
、

ガ
ラ
ス
や
金
属
、
古
紙
な
ど
の
資
源
物
の
受
け
入
れ
を
行
い

ま
す
。

　
起
工
式
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
た
安
全
祈
願
祭
で
は
、
工
事

関
係
者
約
50
人
が
参
列
し
、
工
事
の
安
全
を
願
い
神
事
を
行

い
ま
し
た
。

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
長
の
牛
越
市
長
は
「
ご
理
解
い
た

だ
い
た
源
汲
地
区
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
全
国
に
誇
る
最
新

の
施
設
に
な
る
よ
う
、
工
事
が
安
全
に
進
む
こ
と
を
願
っ
て

い
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
６
月
下
旬
か

ら
伐
採
・
造
成
工

事
、
11
月
か
ら

施
設
建
設
工
事
、

29
年
３
月
か
ら

プ
ラ
ン
ト
工
事

を
開
始
。
30
年

２
月
か
ら
試
運

転
、
30
年
８
月

か
ら
本
稼
働
す

る
予
定
で
す
。

　
環
境
省
が
６
月
21
日
、
北
ア
ル
プ
ス
乗
鞍
岳
で
採

取
し
た
ニ
ホ
ン
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
卵
を
山
岳
博
物
館
が

受
け
入
れ
、
12
年
ぶ
り
に
飼
育
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　
環
境
省
は（
公
社
）日
本
動
物
園
水
族
館
協
会
と
連

携
し
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息
域
外
保
全
事
業
を
行
っ
て

お
り
、
こ
と
し
12
個
の
卵
を
採
取
し
て
国
内
３
施
設

で
ふ
化
・
飼
育
に
取
り
組
み
ま
す
。
す
で
に
東
京
都

恩お
ん

賜し

上
野
動
物
園
が
産
卵
期
の
卵
４
個
を
受
け
入
れ

て
お
り
、
今
回
は
抱
卵
期
の
卵
８
個
を
採
取
、
山
岳

博
物
館
と
富
山
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
が
４
個
ず
つ

受
け
入
れ
ま
し
た
。

　
山
岳
博
物
館
で
は
、
職

員
が
乗
鞍
岳
で
卵
を
受
け

取
り
、
携
帯
型
ふ
卵
器
に

入
れ
輸
送
。
ラ
イ
チ
ョ
ウ

舎
に
搬
入
し
、
卵
の
重
さ

な
ど
を
計
測
後
に
ふ
化
に

向
け
温
め
始
め
ま
し
た
。

　
鳥
羽
章
人
館
長
は
「
卵

を
受
け
入
れ
で
き
た
こ
と

は
光
栄
な
こ
と
。
ふ
化
や

飼
育
へ
の
責
任
を
痛
感
し

て
い
る
。
何
と
し
て
も
良

い
成
果
を
報
告
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
卵
は
親
鳥
の
抱
卵
初
月
を
推
定
す
る
と
６
月
下
旬
以
降
が
ふ
化

日
と
な
り
ま
す
。

　
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公

園
大
町
・
松
川
地
区
「
自
然
体

験
ゾ
ー
ン
」
と
堀
金
・
穂
高
地

区
「
里
山
文
化
ゾ
ー
ン
」
が
完
成

し
、
全
園
開
園
記
念
式
典
が
６

月
18
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
２
年
の
事
業
着
手
か
ら

26
年
を
経
て
両
地
区
の
全
園
開

園
を
迎
え
、
式
典
が
行
わ
れ
た

大
町
・
松
川
地
区
は
す
で
に
開

園
し
て
い
た
１
０
４
㌶
か
ら
２

倍
を
超
え
る
２
４
６
㌶
の
広
大

な
公
園
に
な
り
ま
し
た
。
新
ゾ
ー
ン
は「
ス
ポ
ー
ツ

と
遊
び
の
森
エ
リ
ア
」な
ど
５
つ
の
エ
リ
ア
で
構
成

さ
れ
、
自
然
の
中
で
の
健
康
づ
く
り
や
、
釣
り
体

験
な
ど
の
水
辺
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
で
き
ま
す
。

　
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
（
Ｍ
Ｔ
Ｂ
）
コ
ー
ス
は
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
オ
ー
プ
ン
を
祝
い
、
ア
ト
ラ
ン

タ
五
輪
Ｍ
Ｔ
Ｂ
日
本
代
表
の
小
林
可
奈
子
さ
ん
が

指
導
す
る
キ
ッ
ズ
Ｍ
Ｔ
Ｂ
教
室
の
子
ど
も
た
ち
が
、

新
緑
の
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
「
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
走
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ー
ス
。
レ
ン
タ
ル
バ

イ
ク
も
あ
る
の
で
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
で

ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
公
園
が
無
料
開
放
さ
れ
、
多
く
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

完成予想図

写真提供：環境省

平
成
30
年
８
月
本
稼
働
に
向
け

北
ア
ル
プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク　
起
工
式

山
博
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
卵
を
受
け
入
れ

12
年
ぶ
り
飼
育
研
究
を
ス
タ
ー
ト

四
半
世
紀
を
経
て
待
望
の
全
園
開
園

国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
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生涯学習

社公民館 文化財センター

平公民館・女性未来館ピュア

こけ玉づくり講座
　夏の季節に清涼感を求め、こけ玉を作ります。夏

休み前に、親子での参加も大歓迎です。

■日時　７月９日（土）　午前10時～11時

■対象　市内にお住まいの人

■講師　ＪＡ大北営農指導員

■費用　材料費としてミニ観葉植物800円、風鈴付き

つりしのぶ1,500円

■その他　作業のできる服装でご参加ください。

■申し込み　７月６日（水）までに、電話または直接、

社公民館へ。

■会場・問い合わせ

　社公民館　℡・有線２２－０３７８

平成28年第１回　文化財講座

おおまちの歴史と自然
新指定文化財解説①
　市は、ことしの３月24日、新たに２件を市有形文化

財に指定しました。このうちの「八
はちまるくりばやしけもんじょいっかつ

丸栗林家文書一括」

を、調査した講師が解説する講座です。参加無料です。

■日時　７月16日（土）　午後２時～４時

■講師　荒井和比古さん（市文化財保護審議会会長）

■申し込み　初めて受講する人は、事前に電話または

直接、文化財センターへ。

■会場・問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

素敵な音を奏でる
自分だけのオカリナづくり
　世界に一つの“マイ・

オカリナ”を作ってみ

ませんか。どんな場所

でも楽しめ、癒される

音色のオカリナ。制作

から絵付け、出来上

がったオカリナで曲を

演奏します。

■日時　７月28日（木）・29日（金）、８月４日（木）・18

日（木）・25日（木）　全５回　午前９時～11時

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　軽運動室

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着15人

■講師　宮沢いづみさん（土笛制作・演奏者）

■費用　4,500円（材料費）

■持ち物　タオル２枚、新聞紙２枚、エプロン、水彩

絵の具

■申し込み　７月７日（木）から受け付けます。電話ま

たは直接、平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

環境問題一日講座
「卵パック」を使って種まきしましょう

　食の安全への関心が

高まり、農薬や化学肥

料に頼らない安全な農

産物を求める消費者が

増えています。

　卵パックを使った種

まきは、環境に優しく、

野菜や花作りが簡単に

できます。

■日時　８月５日（金）　午前９時30分～11時30分

■会場　平公民館・女性未来館ピュア　軽運動室

■対象・定員　市内にお住まいの人　先着20人

■講師　坂井千恵子さん（地球環境再生ネットワーク

学習アドバイザー）

■費用　100円（材料費）

■持ち物　卵パック２個、作りたい野菜や花の種、霧

吹き、新聞紙２枚、持ち帰り用ビニール袋

■申し込み　７月29日（金）までに、電話または直接、

平公民館・女性未来館ピュアへ。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア　℡・有線２２－０６９４

卵パックで種から育てた
キャベツの苗
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体育協会

総合体育館

ジュニアソフトテニス教室
　夏休み期間にジュニアソフトテニス教室

を開催します。この機会に技術を習得しま

しょう。

■日時　８月１日（月）〜６日（土）　全６回　

午前９時～正午

■会場　運動公園クレーテニスコート、全天

候テニスコート

■対象・定員　市内にお住まいの小学３年〜

６年生　先着30人

■費用　1,800円（保険加入者は1,000円）

■申し込み　７月28日（木）までに、費用を

添えて直接、体育協会へ。

■問い合わせ

　体育協会　℡・有線２２－７６５８

木崎湖でカヌー体験

　カヌーに乗り湖上からの眺めや、ゆったりとした時間を

楽しみませんか？　基礎から学びますので、初めての人で

も安心して参加できます。

■日時　７月18日（月）・23日（土）　全２回　午前９時～

11時30分

■会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）

■対象・定員　市内にお住まいか、通勤・通学している小

学３年生以上の人　先着20人

■費用　1,000円（保険料ほか）

■申し込み　７月13日（水）までに、費用を添えて直接、

総合体育館へ。

■その他　カヌーは１人１艇です。

SlackLine（スラックライン）教室

　スラックラインは、ベルト状のラインの上を綱渡りする

スポーツ。バランス感覚を養い、体幹が鍛えられ、転びに

くい体をつくります。集中力も付くため、さまざまな競技

のトレーニングとしても注目されています。

■日時　７月30日（土）、８月27日（土）、９月22日（木）、

10月10日（月）・29日（土）　全５回

午前10時～正午　※受付　午前９時30分

■会場　総合体育館西側駐車場横（雨天時は総合体育館　

大アリーナ）　※８月27日は屋内運動場

■対象・定員　市内にお住まいの小学生以上の人　先着20人

■費用　900円（保険料ほか）

■持ち物　タオル、飲み物、上履き用運動靴（雨天時）

■申し込み　７月27日（水）までに、費用を添えて直接、

総合体育館へ。

ウインドサーフィン体験教室
　初心者を対象に、ウインドサーフィンの操作方法や

乗り方を学びます。自在に操れるようになりましょう！

■日時　７月30日（土）・31日（日）　全２回　午後

０時30分～４時

■会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）

■対象・定員　市内にお住まいか、通勤する18歳

以上の人（高校生は除く）　先着６人

■費用　1,000円（保険料ほか）

■申し込み　７月25日（月）までに、費用を添えて

直接、総合体育館へ。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５



広報おおまち　2016.7 26

生涯学習
総合体育館

児童センター

平成28年度　大町市少年少女球技大会
　スポーツを通して、少年少女の健全育成に努めるとともに、地域の連

帯感と相互の親睦を図ることを目的として、大会を開催します。

■期日　７月31日（日）　※野球のみ、雨天の場合は８月１日（月）に順

延、１日が雨天の場合は中止

■開会式　 ▽時間　午前８時

　　　　　 ▽会場　総合体育館　大アリーナ

■種目　　 ▽野球（男子）

　　　　　 ▽ソフトバレーボール（男子・女子）

■参加資格

▽共通事項　市内の分館単位と八坂地区・美麻地区でチーム編成された、

小学５年生～中学３年生の児童・生徒

▽野球　分館単独でチーム編成が困難な場合は、地区内（大町、平、常盤、

社）でのチーム編成が可能

▽ソフトバレーボール　同地区内の分館との合同チーム編成が可能ですが、単独でチーム編成が困難な場合に限りま

す。困難な場合は申込期限前に総合体育館まで連絡してください。※詳しくは事前にお問い合わせください。

■申し込み　７月15日（金）までに、総合体育館にある申込書に必要事項を記入の上、直接、総合体育館へ。

■主将会議　７月20日（水）午後６時から、総合体育館小アリーナで行います。監督と主将は出席してください。

出席できない場合は、代理人が出席してください。

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

親子講座「英語であそぼう」
　歌ったり、踊ったり、絵本を見たりしながら英語に親し

みます。参加無料です。お気軽にお出掛けください。

■日時　７月13日（水）　午前10時30分～11時30分

■対象・定員　市内にお住まいの未就園児と保護者　先着

30組

■講師　中村真由美さん（ＣＡＮＶＡＳ）

■申し込み　事前に、電話または直接、児童センターへ。

 募集　リユース・リサイクル子ども服
　８月20日（土）開催の「児童センターまつり」子ども
服リユース・リサイクルコーナーの衣類を募集します。
不要になった衣類をお持ち寄りください。

■募集衣類　子ども服（新生児～160㎝サイズ）・靴・
帽子、マタニティグッズ（いずれも汚れやほ
つれのないもの）、タオル類（新品に限る）

■受け入れ　８月11日（木）までに、直接、児童センターへ。

ぱぱ’s  Ｒｏｏｍ
　お子さんと一緒に

絵の具を手で塗って

遊ぶペインティング

を楽しみませんか？

参加無料です。お父

さんに限らず、家族

でご参加ください。

■日時　７月23日（土）　午前10時～11時30分

■対象・定員　市内にお住まいの未就園児と保護

者先着10組

■持ち物　タオル、飲み物　汚れてもいい服装で

ご参加ください。

■申し込み　事前に、電話または直接、児童セン

ターへ。

■会場・問い合わせ

　児童センター　℡・有線２２－０７４１
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山岳博物館

■問い合わせ

　山岳博物館　℡・有線２２－０２１１

企画展「鹿島槍ヶ岳カクネ里
　　　　　　　　氷河への道のり」
　鹿島槍ヶ岳カクネ里雪渓は、昨年の学術調査で氷河

として認められる可能性が高くなっています。

　企画展では、氷体流動量調査の内容や調査結果のほ

か、カクネ里氷河調査の先人であり山岳鳥
ちょうかん

瞰図作家と

して業績を残す五
い

百
お

澤
ざわ

智也氏の原画などをパネル、映

像、実物資料によって紹介します。

■日時　８月28日（日）まで　午前９時～午後５時　※

入館は午後４時30分まで

■会場　山岳博物館　特別展示室

■費用　通常の入館料（常設展と共通）が必要です。

ミュージアムトーク
　企画展に関するミュージアムトークを開催します。

申し込み不要です。

■日時　 ▽７月10日（日）　午後４時

▽８月11日（木）　午前10時30分、午後１時30分

■会場　山岳博物館　特別展示室

■費用　通常の入館料（常設展と共通）が必要です。

自然ふれあい講座
みんなで温暖化ウオッチ
　　　　　セミのぬけがらを探せ！
　長野県環境保全研究所と共催の講座です。毎年同じ

場所で、セミの抜け殻を調べ続けることで、地球温暖

化が身近な自然にどのような影響があるか変化を見ます。

参加無料です。夏休みの自由研究としていかがですか。

■日時　８月４日（木）　午前10時～正午　※雨天決行

■会場　山岳博物館周辺（大町公園）

■集合場所　山岳博物館駐車場

■対象・定員　どなたでも　※小学校低学年以下は保

護者同伴　先着20人

■持ち物　筆記用具、飲み物、帽子、タオル

■申し込み　郵便番号・住所・氏名・電話番号を添えて、

電話またはファクス、Ｅメールにて長野県環

境保全研究所へ。

■問い合わせ　長野県環境保全研究所

　℡０２６－２３９－１０３１

　FAX０２６－２３９－２９２９

　Eメール　kanken-shizen@pref.nagano.lg.jp

カクネ里雪渓（氷河）学術調査団報告会
　鹿島槍ヶ岳カクネ里雪渓の学術調査を行った団員の

状況報告、雪氷学の専門家によるカクネ里の持つ意義

などのお話です。申し込み不要、参加無料です。

■日時　７月10日（日）　午後１時30分

■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室

■演題・講師

▽北アルプスの雪渓・氷河研究史とカクネ里雪渓

飯田肇さん（富山県立山カルデラ砂防博物館）

▽カクネ里に現存する氷河確認調査

福井幸太郎さん（富山県立山カルデラ砂防博物館）

▽カクネ里雪渓の学術的意義とその課題

鈴木啓助さん（信州大学）

さんぱく こども夏期だいがく
　　　　　　　 ―夕闇動物探検隊―
　毎年開催している「さんぱく こども夏期だいがく」。

ことしは、山岳動物の１年間の行動と１日の生活など

を解説し、付属園で普段見られない夜の動物たちの行

動を観察します。参加無料です。

■日時　８月６日（土）　午後６時～８時

■会場　山岳博物館

■対象・定員　小学生　※小学校低学年以下は保護者

同伴　先着20人

■持ち物　筆記用具、飲み物、懐中電灯、虫よけスプ

レー、雨具

■申し込み　８月４日（木）までに、電話または直接、

山岳博物館へ。
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情報ステーション
nformationI

募
集

自
衛
官
・
自
衛
官
を
目
指
す
学
生

　
防
衛
省
で
は
、
自
衛
官
や
自
衛
官
を

目
指
す
学
生
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

自
衛
官
候
補
生（
男
子
）

■
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間
　
通
年

■
試
験
日
　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。自

衛
官
候
補
生（
女
子
）

■
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間
　
７
月
１
日（
金
）～
９
月

８
日（
木
）

■
試
験
日
　
９
月
23
日
（
金
）
～
27
日

（
火
）の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

一
般
曹
候
補
生

■
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間
　
７
月
１
日（
金
）～
９
月

８
日（
木
）

■
試
験
日
　
一
次
試
験
　
９
月
16
日

（
金
）・
17
日（
土
）

陸
上
自
衛
官（
看
護
）

■
応
募
資
格
　
看
護
師
免
許
を
有
し
、

保
健
師
ま
た
は
助
産
師
免
許
を
有
す
る

（
見
込
み
含
む
）36
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間
　
９
月
１
日（
木
）～
30
日

（
金
）

■
試
験
日
　
11
月
26
日（
土
）

21
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間
　
９
月
５
日（
月
）～
30
日

（
金
）

■
試
験
日
　

【
医
学
科
】　
一
次
試
験
　
10
月
29
日

（
土
）・
30
日（
日
）

【
看
護
学
科
】（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

一
次
試
験
　
10
月
15
日（
土
）

高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

■
応
募
資
格
　
中
卒（
見
込
み
含
む
）の

17
歳
未
満
の
男
子
で
、
成
績
優
秀
か
つ

生
徒
会
活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
収

め
、
学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

■
受
付
期
間
　
11
月
１
日（
火
）～
12
月

２
日（
金
）

■
試
験
日
　
29
年
１
月
７
日（
土
）～
９

日（
月
）の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

高
等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）

■
応
募
資
格
　
中
卒（
見
込
み
含
む
）の

17
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間
　
11
月
１
日（
火
）～
29
年

１
月
６
日（
金
）

■
試
験
日
　
一
次
試
験
　
29
年
１
月
21

日（
土
）

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
長
野
地
方
協
力
本
部
松
本
地
域

事
務
所
（
松
本
市
深
志
２

−

６

−

５
マ

ル
ナ
カ
深
志
ビ
ル
１
階
）

℡
０
２
６
３
・
３
６
・
２
７
８
７

航
空
学
生

■
応
募
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
）の

21
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間
　
７
月
１
日（
金
）～
９
月

８
日（
木
）

■
試
験
日
　
一
次
試
験
　
９
月
22
日（
木
）

防
衛
大
学
校
学
生（
推
薦
）

■
応
募
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
）の

21
歳
未
満
で
、
成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会

活
動
な
ど
に
顕
著
な
実
績
を
収
め
、
学

校
長
が
推
薦
で
き
る
人

■
受
付
期
間
　
９
月
５
日（
月
）～
８
日

（
木
）

■
試
験
日
　
９
月
24
日（
土
）・
25
日（
日
）

防
衛
大
学
校
学
生（
総
合
選
抜
）

■
応
募
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
）で

21
歳
未
満
の
人

■
受
付
期
間
　
９
月
５
日（
月
）～
８
日

（
木
）

■
試
験
日
　
一
次
試
験
　
９
月
24
日（
土
）

防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
）

■
応
募
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
）の

21
歳
未
満
の
人（
自
衛
官
は
23
歳
未
満
）

■
受
付
期
間
　

▽
前
期
　
９
月
５
日（
月
）～
30
日（
金
）

▽
後
期
　
29
年
１
月
21
日（
土
）～
27
日

（
金
）

■
試
験
日
　
一
次
試
験
　

▽
前
期
　
11
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）

▽
後
期
　
29
年
２
月
18
日（
土
）

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

■
応
募
資
格
　
高
卒（
見
込
み
含
む
）の

地域の情報を発信中！

週刊情報番組 「きらり☆ステーション」

市内の運動会 ・音楽会 ・スポーツ大会 ・講演会などを放送 「きらり☆おおまち特番」

大町市ケーブルテレビ
加入申し込みは　電話２１－３８０５まで
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定
住
促
進
住
宅
入
居
者

「
明
野
集
合
団
地
」「
湯
の
海
団
地
」

　
市
で
は
、
定
住
促
進
事
業
を
推
進
す

る
た
め
、
次
の
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
す
る
住
宅

▽
明
野
集
合
団
地
＝
１
戸

▽
湯
の
海か
い

団
地
＝
１
戸

■
住
宅
の
概
要

▽
所
在
地

【
明
野
集
合
団
地
】

大
町
市
八
坂
７
０
４

－

３（
明
野
）

【
湯
の
海
団
地
】

大
町
市
美
麻
１
１
２
７
２

－

１（
二
重
）

▽
建
設
年
度

【
明
野
集
合
団
地
】平
成
11
年
度

【
湯
の
海
団
地
】
昭
和
51
年
度
（
平
成
25

年
度
に
内
装
リ
フ
ォ
ー
ム
実
施
）

▽
構
造

【
明
野
集
合
団
地
】低
層
耐
火
構
造
２
階

建
て（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

【
湯
の
海
団
地
】
木
造
平
屋
建
て
（
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ
）

▽
建
築
延
べ
床
面
積
　

【
明
野
集
合
団
地
】約
60
㎡（
約
18
坪
）

【
湯
の
海
団
地
】約
60
㎡（
約
18
坪
）

▽
設
備
状
況

【
明
野
集
合
団
地
】シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、

電
気
給
湯
器
、
暖
房
便
座
ト
イ
レ
、
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
、
テ
ラ
ス
、
駐
車
ス
ペ
ー

ス
２
台
な
ど

【
湯
の
海
団
地
】
シ
ス
テ
ム
キ
ッ
チ
ン
、

ガ
ス
給
湯
器
、
暖
房
便
座
ト
イ
レ
、
ユ

ニ
ッ
ト
バ
ス
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
２
台
な
ど

■
入
居
の
条
件
　
同
居
す
る
親
族
が
あ

り
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
こ
と
。
所
得
が
一
定

額
以
上
な
ど
の
基
準
に
合
う
人
。
犬
、

猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止

■
家
賃

▽
明
野
集
合
団
地
　
３
万
１
０
０
０
円

（
減
額
制
度
あ
り
）

▽
湯
の
海
団
地
　
１
万
円

■
敷
金
　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
し
込
み
　
７
月
１
日（
金
）～
29
日

（
金
）ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
添
付
書
類（
納
税
証
明
書
、

所
得
証
明
書
な
ど
）
を
添
え
て
、
郵
送

（
当
日
必
着
）ま
た
は
直
接
、
八
坂
・
美

麻
支
所
産
業
建
設
係
へ
。

※
募
集
要
項
お
よ
び
申
込
書
は
、
八
坂
・

美
麻
支
所
産
業
建
設
係
に
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

■
入
居
決
定
日
　
８
月
中
旬

※
市
定
住
促
進
住
宅
入
居
者
選
考
委
員

会
で
選
考
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
の
時
期
　
入
居
可
能
日
か
ら
30

日
以
内

■
問
い
合
わ
せ

▽
大
町
市
八
坂
支
所
産
業
建
設
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

▽
大
町
市
美
麻
支
所
産
業
建
設
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

平
成
29
年
度
採
用

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、
次
の

職
種
で
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

消
防
職
員（
初
級
）

■
募
集
人
数
　
若
干
名

■
応
募
資
格
　
平
成
３
年
４
月
２
日
～

11
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
高
等
学
校

卒
業
程
度
の
学
力
が
あ
る
人
で
、
北
ア

ル
プ
ス
広
域
連
合
管
内
市
町
村
（
大
町

市
、
池
田
町
、
松
川
村
、
白
馬
村
、
小

谷
村
）に
居
住
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
、

29
年
４
月
以
降
に
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連

合
管
内
市
町
村
に
居
住
で
き
る
人

■
採
用
　
29
年
４
月
１
日

※
採
用
後
に
長
野
県
消
防
学
校
に
入
校

し
、
消
防
士
と
し
て
の
初
任
科
教
育
を

受
け
ま
す
。
修
了
後
、
北
ア
ル
プ
ス
広

域
消
防
本
部
ま
た
は
大
町
消
防
署
、
南

部
消
防
署
、
北
部
消
防
署
の
い
ず
れ
か

に
配
属
し
ま
す
。

■
受
験
手
続
き
　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連

合
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
、
大

町
消
防
署
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
郵
送（
当
日
必
着
）ま
た

は
直
接
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

総
務
課
庶
務
係
へ
。
申
込
書
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

▽
受
付
期
間
　
８
月
１
日（
月
）～
15
日

（
月
）　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
　
※
平
日
の
み

■
試
験
日

▽
１
次
試
験
　
９
月
18
日（
日
）

▽
２
次
試
験
　
10
月
下
旬

■
問
い
合
わ
せ

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
総
務
課
庶
務
係

℡
２
２
・
０
６
８
８

日
商
簿
記
３
級

チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
参
加
者

　
人
気
の
公
的
資
格
を
目
指
し
ま
せ
ん

か
。

■
期
日
　
９
月
27
日（
火
）・
29
日（
木
）、

10
月
４
日（
火
）・
６
日（
木
）・
11
日（
火
）・

13
日（
木
）・
20
日（
木
）・
22
日（
土
）・

25
日（
火
）・
27
日（
木
）・
29
日（
土
）、

11
月
１
日（
火
）　
全
12
回

■
時
間
　

▽
火
・
木
曜
日
　
午
後
６
時
30
分
～
９
時

▽
土
曜
日
　
午
前
９
時
～
正
午

■
会
場
　
大
町
商
工
会
議
所
　
大
会
議
室

■
定
員
　
先
着
20
人

■
講
師
　
川
上
忠
志
さ
ん
（
穂
高
商
業

高
校
商
業
科
教
員
）　

■
費
用
　
５
０
０
０
円（
検
定
料
含
む
）

■
持
ち
物
　
電
卓
、赤
ペ
ン
等
筆
記
用
具

■
申
し
込
み
　
９
月
８
日（
木
）ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
直
接
、
大
町
商
工
会
議
所

中
小
企
業
相
談
所
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

大
町
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所
　

℡
２
２
・
１
８
９
０
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情報ステーション
nformationI

第
17
回
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト

「
土
・
人
・
水
」参
加
者

　
用
水
路
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
越
荒
沢
堰せ
ぎ

沿
い
の
景
観
整
備

や
親
水
池
で
の
魚
の
つ
か
み
取
り
を
行

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
無
料
で
す
。

■
日
時
　
８
月
27
日（
土
）　
午
前
７
時

30
分
～
正
午
　
※
雨
天
実
施

■
会
場
　
平
・
小
熊
原
　
越
荒
沢
堰
親

水
広
場

■
定
員
　
１
０
０
人
程
度

■
内
容
　
親
水
広
場
周
辺
の
草
刈
り
・

雑
草
取
り
・
植
栽
、
魚
の
つ
か
み
取
り
、

川
に
稚
魚
の
放
流
、
案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト

■
持
ち
物
　
作
業
が
で
き
る
服
装
（
雨

具
、
軍
手
な
ど
）、
草
か
き
、
移
植
ご
て
、

魚
の
入
れ
物

※
昼
食（
お
に
ぎ
り
、
お
茶
）を
用
意
し

ま
す
。

■
申
し
込
み
　
８
月
19
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
で
水み

土ど

里り

ネ
ッ
ト
お
お
ま
ち
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
水
土
里
ネ
ッ
ト
お
お

ま
ち（
大
町
市
土
地
改
良
区
内
）　

℡
２
２
・
５
５
４
２

水
土
里
ネ
ッ
ト
お
お
ま
ち

「
案
山
子
コ
ン
テ
ス
ト
」作
品

　
水み

土ど

里り

ネ
ッ
ト
お
お
ま
ち
で
は
、
案か

山か

子し

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
入

賞
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
募
集
作
品
　「
水
、
土
、
里
」を
テ
ー

マ
に
し
た
案
山
子

■
申
し
込
み
　
８
月
26
日（
金
）ま
で
に
、

電
話
で
水
土
里
ネ
ッ
ト
お
お
ま
ち
へ
。

■
そ
の
他
　
作
品
は
次
の
と
お
り
展
示

し
ま
す
。
搬
入
方
法
な
ど
は
申
込
時
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
期
日
・
会
場
　

８
月
27
日（
土
）

平
・
小
熊
原
　
越
荒
沢
堰
親
水
広
場

８
月
29
日（
月
）～
９
月
16
日（
金
）

市
役
所
本
庁
舎
正
面
入
り
口
の
道
路

■
問
い
合
わ
せ
　
水
土
里
ネ
ッ
ト
お
お

ま
ち（
大
町
市
土
地
改
良
区
内
）

℡
２
２
・
５
５
４
２

お
知
ら
せ

大
町
市
暴
力
追
放
・

交
通
安
全
推
進
市
民
大
会

　
市
で
は
、「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
暴
力
追
放
・
交

通
安
全
推
進
市
民
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
暴
力
追
放
と
交
通
安
全
に
つ
い
て
の

講
演
会
、
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
に
よ
る
意
見
発
表
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
不
要
、
参
加
無
料
で
す
。
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
７
月
16
日（
土
）　
午
前
10
時
～

正
午

■
会
場
　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
　
２

階
　
大
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

消
防
防
災
課
消
防
防
災
係

℡
市
内
線
５
１
５

「
子
ど
も
の
人
権
相
談
所
」開
設

　
い
じ
め
、
虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も

の
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
り
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
７
月
28
日（
木
）　
午
前
10
時
～

午
後
３
時

■
会
場
　
長
野
地
方
法
務
局
大
町
支
局

１
階
　
会
議
室

■
相
談
担
当
者
　
人
権
擁
護
委
員
（
子

ど
も
の
人
権
専
門
委
員
な
ど
）

■
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付

け
ま
す
。（
長
野
地
方
法
務
局
大
町
支

局
　
℡
２
２
・
０
３
７
９
）

■
問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
交
流
課

男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
担
当

℡
市
内
線
５
２
５

青
少
年
に「
愛
の
声
か
け
」を

～
大
人
が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
～

　
７
月
は「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全

国
強
調
月
間
」で
、「
青
少
年
に
有
害
な
社

会
環
境
排
除
県
民
運
動
強
化
月
間
」｢

暴
走

族
追
放
強
化
期
間｣

「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
」も
併
せ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

　「
愛
の
声
か
け
運
動
」は
、
進
ん
で
あ
い
さ
つ

す
る
、
褒
め
る
、
叱
る
、
認
め
る
、
感
謝
す
る
、

考
え
さ
せ
る
、
注
意
す
る
、
全
て
の
大
人
が
さ

ま
ざ
ま
な
声
掛
け
を
し
て
青
少
年
に
関
わ
る

こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
通
勤
途
中
や

社
会
生
活
の
中
で
出
会
う
青
少
年
に
、
自
ら

進
ん
で
温
か
な「
愛
の
声
か
け
」を
し
ま
し
ょ
う
。

　
期
間
中
、
市
青
少
年
補
導
委
員
と
市
内

小
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
、小
・

中
学
生
へ
の
声
掛
け
や
学
校
区
内
の
見
回
り
、

祭
典
時
の
合
同
補
導
活
動
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
・
青
少
年
係

℡
市
内
線
６
２
５
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は
か
り
定
期
検
査

　
取
引
や
証
明
に
使
う
計
量
器
（
は
か

り
）
は
、
法
律
に
よ
っ
て
２
年
ご
と
の

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

年
度
は
、
次
の
と
お
り
定
期
検
査
を
行

い
ま
す
。
検
査
に
は
手
数
料
（
検
査
代

金
）が
必
要
で
す
。

■
日
程

■
持
ち
物
　
使
用
し
て
い
る
は
か
り

（
お
も
り
、
分
銅
と
も
）、
手
数
料

■
問
い
合
わ
せ

商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

℡
市
内
線
５
４
２

司
法
書
士
に
よ
る

養
育
費
に
関
す
る
電
話
相
談
会

　
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会
と
全
国
青

年
司
法
書
士
協
議
会
で
は
、
養
育
費
に

関
す
る
電
話
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
７
日（
日
）　
午
前
10
時
～

午
後
４
時

■
専
用
電
話
番
号

℡
０
１
２
０
・
５
６
７
・
３
０
１

※
当
日
の
み
の
番
号
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

℡
０
２
６
・
２
７
４
・
５
６
４
１

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動

「
思
い
や
り 

乗
せ
て
信
濃
路 

咲
く
笑
顔
」

　
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
通
学

に
慣
れ
て
き
た
子
ど
も
や
、
高
齢
者
、

市
外
か
ら
訪
れ
る
旅
行
者
な
ど
に
対
し
、

交
通
ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交
通
マ

ナ
ー
の
実
践
を
呼
び
掛
け
、
交
通
事
故

防
止
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
間
　
７
月
22
日（
金
）～
31
日（
日
）

※
県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
は
、
７
月
22

日（
金
）・
27
日（
水
）で
す
。

■
運
動
の
重
点

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
（
自
転

車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

▽
通
学
路
・
生
活
道
路
の
安
全
確
保
と

歩
行
者
保
護
の
徹
底

▽
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係

℡
市
内
線
４
６
４

７
月
は「
河
川
愛
護
月
間
」

　
河
川
は
地
域
の
水
循
環
の
要
で
す
。

良
好
な
河
川
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、

ご
み
な
ど
の
投
棄
や
汚
水
の
垂
れ
流
し

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
特
に
空
き
缶
や
空

き
瓶
、
食
品
ト
レ
ー
、
刈
り
取
っ
た
草

な
ど
に
よ
る
水
路
詰
ま
り
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
河
川
へ
の
投
げ
捨
て
は
、
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
７
月
１
～
７
日
は
「
河
川
水

難
事
故
防
止
週
間
」
で
す
。
ダ
ム
か
ら

の
放
水
に
よ
る
急
激
な
増
水
が
あ
り
ま

す
。
釣
り
や
水
遊
び
を
す
る
際
は
、
天

候
や
放
流
警
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１

▽
建
設
課
管
理
係

℡
市
内
線
６
７
２

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）発
売

　
こ
と
し
の「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」

は
、１
等
と
前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円（
１

等
５
億
円
、
前
後
賞
各
１
億
円
）で
す
。

１
等
が
７
０
０
０
万
円
の「
サ
マ
ー
ジ
ャ

ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万
」も
同
時
発
売
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
長
野
県
内

の
販
売
実
績
に
よ
り
配
分
さ
れ
、
市
町

村
の
明
る
く
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
使
わ
れ
ま
す
。

■
発
売
期
間
　
７
月
６
日（
水
）～
29
日

（
金
）

■
抽
選
日
　
８
月
９
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
　
企
画
財
政
課
財
政
係

℡
市
内
線
５
９
１

や
ま
び
こ
ま
つ
り
開
催
に
伴
う

「
市
民
バ
ス
ふ
れ
あ
い
号
」迂
回
運
行

　
第
38
回
大
町
や
ま
び
こ
ま
つ
り
開
催

に
伴
い
、
交
通
規
制
時
間
内
は
「
市
民

バ
ス
ふ
れ
あ
い
号
」
が
迂
回
運
行
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
対
象
日
時
・
コ
ー
ス
　
８
月
６
日

（
土
）　
午
後
３
時
以
降

▽
平（
青
木
方
面
）コ
ー
ス

▽
平（
高
瀬
入
方
面
）コ
ー
ス

▽
常
盤（
清
水
・
西
山
方
面
）コ
ー
ス

▽
社
・
常
盤
コ
ー
ス

▽
八
坂
コ
ー
ス

▽
美
麻
コ
ー
ス
　
川
手
線

▽
循
環
線
　
北
コ
ー
ス

■
問
い
合
わ
せ
　

情
報
交
通
課
交
通
政
策
係

℡
市
内
線
８
５
３

日時 会場

７月20日
（水）

午前10：30〜11：30 大町市美麻支所

午後 1：30〜３：00 八坂情報コミュニティ
センターアキツ

７月21日
（木）

午前10：30〜正午

市役所本庁舎
北側倉庫前

午後 1：00〜３：30

７月22日
（金）

午前10：30〜正午
午後 1：00〜３：30
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　桜田スタジオ〜きらり☆大町人〜
　大原町の中村敬一
郎さんご家族を紹介し
ます。労働と引き換え
に宿泊と食事を受ける
仕組み「WWOOF」を
市内で唯一導入。その
魅力をお聞きします。

 放送日  ……… 17日（日）、24日（日）　午後8：45

　水曜イマージュ～図書館だより～
　大町図書館の宮沢あけ美さんから、大町図書館
のイベントや館内で行われている特別展示などの
ご紹介です。

 放送日  ……… ６日（水）、13日（水）　午後8：45

特集　奥原希望さん・夏祭り生中継
＊大町からリオへ　〜奥原希望「奇跡」の五輪〜
　……………………………………… 18日〜31日
＊若一王子神社例祭…………………23日〜24日
＊大町やまびこまつり………………… ８月６日

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊みあさ保育園・美麻小中学校　運動会…… １日〜14日
＊夏の全国高校野球長野県大会抽選会… …… ２日
＊北アルプス雪形まつり　雪形ステージ…… ４日〜17日
＊南小学校　音楽会…………………… 11日〜16日
＊東小学校　音楽会………………… 18日〜26日
＊大町市消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会
　……………………………………… 18日〜29日
＊八坂小学校　音楽会……………… 25日〜31日

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）やホームペー

ジでご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

図書館だより
－新着図書（一般）－　

決戦！川中島［日本の小説］
������� 冲方丁、宮本昌孝、木下昌輝、
　 矢野隆、乾緑郎、吉川永青、佐藤巖太郎／著

虹のふもと［日本の小説］����� 堂場瞬一／著

ポイズンドーター・ホーリーマザー［日本の小説］
��������������� 湊かなえ／著

残り者［日本の小説］������ 朝井まかて／著

ハロルド・フライを待ちながら　クウィーニー・
ヘネシーの愛の歌［外国の小説］
��������� レイチェル・ジョイス／著

おいしい雑草　摘み菜で楽しむ和食［料理］
��������� 平谷けいこ・赤間博斗／著

首都直下地震［災害・事故・防災］��� 平田直／著

大橋鎭子と花森安治『暮しの手帖』二人三脚物語
［伝記］������������� 塩澤実信／著

－新着図書（子ども向け）－

ねこがおおきくなりすぎた［外国の絵本］
������� ハンス・トラクスラー／作・絵

しろいちょうちょがとんでるよ［日本の絵本］
������������� 村上康成／作・絵

てるてるぼうずとふりふりぼうず［日本の絵本］
������������ せなけいこ／作・絵

アルゼンチノサウルス　これが超巨大竜だ！
［自然科学］
��� たかしよいち／文　中山けーしょー／絵

魔法の鍵の贈り物　12分の１の冒険４［外国の
物語］�� マリアン・マローン／作　橋本恵／訳

こっぷくんとすぷーんぼうや［紙芝居］
������������ うめだゆみ／作・絵

むしこぶみつけた（ふしぎいっぱい写真絵本）
［自然科学］��������� 新開孝／写真・文

－今月の推薦図書－

半席
青山文平／著　新潮社
　分別ある侍たちが、なぜ武家の
一線を越えたのか。職務に精勤し
ていた老侍がなぜ刃傷沙汰を起こ
したのか。老侍の苦悩が現代に生
きる私たちの心をも打つ作品。時代小説の連作
集。本年度直木賞受賞作家の作品です。

知らないと恥をかく世界の大問題
７　Ｇゼロ時代の新しい帝国主義
池上彰／著　KADOKAWA（角川新書）
　「知らないと恥をかく世界の大問
題」７作目。アメリカの内向き政策、
ＥＵの経済危機、アジアの発展やイ
スラム国の台頭など世界で起こる
さまざまな事柄を解きほぐし、今起こっている
世界の流れを分かりやすく解説しています。

－今月の催し－

おはなしの森��� ２日（土）　午前10時30分
おいで　えほんのおへや� 12日（火） 午前11時
おりがみ教室�� 21日（木）・23日（土） 午前11時

■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

● ケーブルテレビ 7月の番組から ●

● 有線放送 7月の番組から ●
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7月

室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります

▽男児用自転車（購入時期不明）������� 無料

▽ピアノピース（約25年前購入、未使用）���  無料

▽ピアノ用イス（約25年前購入、１人掛け）��  無料

●譲ってください

▽大人用自転車　 ▽天火オーブン　 ▽パソコン

▽中型犬用キャリーバッグ　 ▽犬小屋

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってく
ださい。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立する
ことがあります。ご了承ください。
　市のホームページにも随時情報を載せていますので、
ご覧ください。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３
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＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 28,651（－ 12） 転入 52

男 13,911（－ 4） 転出 44

女 14,740（－ 8） 出生 12

世帯数 11,830（＋ 4） 死亡 32
※６月 1 日現在、（　）内は前月比
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無料相談
社会保険・
年金・労働
（要予約）

９日（土）
13:00〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
９日・23日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

11日（月）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

12日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=山内道生弁護士 （次回は８月９日　山崎秀隆弁護士）

行 政

27日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

27日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

27日（水）
9:00〜12:00 美麻公民館

年 金 21日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

21日（木）
13:30〜16:30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

14日（木）
10:00〜15:00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52528日（木）

9:00〜12:00

育 児
15日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

心配ごと
（要予約）

11日・25日
月曜日

13:00〜16:00
総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

11日・25日
月曜日

13:00〜15:00

生活・就労
（要予約）

平日
9:30〜17:00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 21日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）
法 律 19日・26日 火曜日 13:00〜16:00 総合福祉センター

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）
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7月
休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

  3日（日）

野村クリニック 東若宮町 ☎ 85-0085

松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151

横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

10日（日）

大町協立診療所 大新田町 ☎ 26-5200

ＪＡあづみ病院 池田町 ☎ 62-3166

しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

17日（日）

伊東医院 大黒町 ☎ 22-0077

吉村医院 松川村 ☎ 61-5666

小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

18日（月）

栗林医院 上仲町 ☎ 22-0305

はーぶの里診療所 池田町 ☎ 62-0210

ＪＡ白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

24日（日）

柿下クリニック 清　水 ☎ 21-1230

平林メンタルクリニック 池田町 ☎ 61-1577

公済堂医院 白馬村 ☎ 72-2013

31日（日）

遠藤内科医院 神栄町 ☎ 22-0031

近藤医院 松川村 ☎ 62-9187

栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11：00、診療時間9：00〜12:00）

  3日（日） いいざわ歯科医院 俵　町 ☎ 23-7050

10日（日） オクハラデンタルクリニック 仁科町 ☎ 23-0500

17日（日） あづみ野歯科 松川村 ☎ 62-2332

18日（月） 小谷歯科医院 小谷村 ☎ 82-2762

24日（日） 小田切歯科医院 池田町 ☎ 62-3134

31日（日） 金子歯科医院 旭　町 ☎ 23-2200

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）

  3日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

10日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

17日（日） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151

18日（月） いちご薬局 高見町 ☎ 21-3311

24日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

31日（日） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00 受付時間 18:30〜20:45

休 診 日 ３日㈰・10日㈰・17日㈰・18日㈪・24日㈰・31日㈰ ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）「フレンド・プラザ大町」内

　文化会館のオープニングを飾った「ウェストサイド物語」の上演が決定！　世界
中で愛される不朽の名作をお楽しみください。
■チケット　Ｓ席8,000円、Ａ席6,000円、Ｂ席5,000円（税込み、３歳以上有料）
■チケット販売　８月７日（日）
※先行予約　７月31日（日）　午前10時〜　オフィス・マユ　℡026−226−1001
[文化会館] 窓口販売　午前９時～　電話予約　午後１時〜
[プレイガイド] キタムラ時計店（小谷村）、ウィング21（白馬村）、 すずの音ホール（松

川村）、平安堂あづみ野店（安曇野市）、チケットぴあ、ローチケHMV
[インターネット] オフィス・マユ、SHIKI ON-LINE TICKET
[電話予約] ▽オフィス・マユ　℡026−226−1001

▽劇団四季予約センター　℡0120−489−444

▽チケットぴあ　℡0570−02−9999（Ｐコード：451−930）

▽ローチケHMV　℡0570−084−003（Ｌコード：31879）
■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２−９９８８

文化会館開館30周年記念事業
劇団四季ミュージカル「ウェストサイド物語」

11月21日月
開演　午後６時30

分

開場　午後６時
文化会館　大ホー

ル

撮影：下坂敦俊

無料相談、有料相談は33ページに掲載しています

きらり★情報館


